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１．学 長 挨 拶 

 

高田短期大学との相互評価を実施して 

 

 

                          名古屋経営短期大学  

                         学長 古橋エツ子  

 

 

 

 平成 22（2010）年度、短期大学としてふさわしい教育や研究内容、そして名古屋経営短

期大学の組織および設備を備えているかなど、私たちの手で確認する「自己点検・評価報

告書」を作成することとなった。平成 14（2002）年度から数えて４度目である。 

 法律上は、７年に１度の実施が義務付けられている平成 18（2006）年度の第三者評価と

は違い、短期大学間における相互評価として実施される。本学と同じような規模を持ち、

同じような内容の学科を設置している高田短期大学との相互評価は、比較すべき内容に類

似点が多いという利点もあるが、相互に厳密に評価することができるという点では厳しい

結果も想定される。 

 

 しかしながら、大学内での自己評価のみでは指摘されないような厳しい評価がされるこ

とが、わが国の少子化による 18歳人口の減少、大学や短大の全入時代の到来といった危機

や社会のさまざまなニーズに応えているか否かを自覚できる良い機会につながっている。 

その意味では、きめ細かな教育、研究の充実、校務への取組などに関する自己点検・評

価を推進することは重要である。具体的には、公開授業をはじめ、教育内容の公開、相互

に関連する資料の提供、情報交換、学内での研究会など積極的に取り入れていきたい。 

 また、短期大学間の相互評価は、自らの教育・研究などへの点検をすることによって優

れた点と改めるべき点とを確認できる良い機会である。その際、教育・研究などに対して

各自が一定の目標を掲げ、それが年度末にどの程度達成できているかをチェックするとい

う基本的な自己評価が、自らの改善につながる。同時に、自ら改善していこうという認識

と行動が、本学発展の原動力となるであろう。 
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名古屋経営短期大学との相互評価を実施して 

 

                              高田短期大学 

学長 栗原 廣海 

 

 本学が外部より評価を受けるのは、今回で四度目になる。最初は、平成 15年（2003）度

に、栃木県の足利短期大学と行った相互評価、二度目は、平成 17年（2005）度に受けた外

部評価、三度目は、平成 19年（2007）度に受け、すべての分野において適格の認定を得た、

短期大学基準協会による第三者評価、そして今回の名古屋経営短期大学との相互評価であ

る。文部科学省の認証を受けた認証評価機関による評価（認証評価）は、少なくとも７年

に一度は受けることが義務づけられているわけであるから、本学が次に第三者評価を受け

るのは、遅くとも平成 26年（2014）度ということになる。その間に是非とも相互評価を実

施したいと考えていたところ、名古屋経営短期大学から時宜を得て相互評価の打診を受け、

喜んでお引き受けさせていただくこととなった。 

 平成 22年（2010）９月に本学から名古屋経営短期大学を訪問し、翌 23年（2011）９月

には本学が訪問を受けて相互評価は進められ、この報告書作成にこぎつけた。 

 過去三度の評価において、本学は貴重な指摘を受け、その都度、改善に取り組んできた。

自己点検・評価をし、PDCAがよく機能しているつもりでいても、井の中の蛙化し、気づか

ないでいた重要なことが少なからずあった。 

 そして今回の相互評価において名古屋経営短期大学の評価員の皆様から受けたご指摘

も、本学にとって重要な、有り難いご指摘であった。内容は本文の記述に譲るが、早速次

年度に向けて改善に取り組んでいるところである。 

 少子化に伴う 18 歳人口の減少が短大の学生募集を圧迫しているのは全国的な現象であ

るが、三重県もその例に漏れるものではない。ここ２年、18歳人口は数十名ずつ減少し、

その減少がほぼ短大進学者の減少につながっているのが現実である。このような厳しい現

実の中で、短期大学として重要なことは、地域社会がどのような社会人の育成を求めてい

るかをつぶさに把握し、建学の精神･教育理念を基底として、その要請に応える教育を実施

し、その事実を広く周知していくことであろう。 

 相互評価でご指摘いただいた課題に真摯に取り組み、改善することを通して、「仏教精

神に基づく人間教育」の建学の精神と、「やわらか心の社会人の育成」の教育理念のもと、

更なる教育研究と地域社会への貢献の向上を目指し、ステップアップする覚悟である。 

 最後に、相互評価の相手校としてお声掛けくださり、誠意ある適格な評価をくださった

ことに深く感謝の意を表するとともに、学長先生はじめ教職員の皆様が心一つにして、い

よいよ貴学の発展に尽くされることを念じて、お礼の言葉に代えたい。 
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２．相互評価協定書及び相互評価実施要領 
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相 互 評 価 実 施 要 領 

 

（１）相互評価協定承諾書締結（場所：高田短期大学） 

・同席者 

名古屋経営短期大学 学長：古橋エツ子、自己点検・評価委員長：片野田浩子、 

総務課長：萩原 満 

高 田 短 期 大 学  学長：栗原廣海、自己点検・評価委員長：大西眞純、 

事務局長:河北浩峰、教学部長：伊藤茂一 

 

（２）今後の予定 

・名古屋経営短期大学側の評価 

平成 22年 7月（平成 19，20，21年分）に「自己点検・評価報告書」を作成する。 

平成 22年 9月または 10月に名古屋経営短期大学の評価に来訪。 

・高田短期大学側の評価 

平成 23年 7月（平成 19，20，21，22年分）に「自己点検・評価報告書」を作成する。 

平成 23年 9月または 10月に高田短期大学の評価に来訪。 

 

（３）双方の「自己点検・評価報告書」の他、相互評価後に「短期大学間相互評価報告書」

を作成し、短期大学基準協会に報告する。 

・形式は Q＆A方式をとる。 

 

（４）「自己点検・評価報告書」の項目 

 ・第三者評価項目に準ずる。（自己点検・評価報告書作成マニュアル 財団法人短期大学

基準協会） 

 

（５）相互評価の実施日程 

＜平成 22年度＞ 

 

平成 22年 4月初旬        平成 21年度「相互評価協定承諾書締結」内容 

確認および今後の具体的日程と実施内容の調整 

    平成 22年 6月下旬～7月初旬   名古屋経営短期大学「自己点検・評価報告書」 

         および「自己点検・評価添付資料」 送付  

                  ※A4サイズハードファイル（各々１冊）にて作成 

    加除式 両面印刷  

平成 22年 9月中旬（9月 14日） 第 1回相互評価会議（訪問調査） 

                    高田短期大学が名古屋経営短期大学を訪問 
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＜平成 23年度＞ 

平成 23年 6月下旬～7月初旬   高田短期大学「自己点検・評価報告書」および「自

己点検・評価添付資料」 送付  

                  ※A4サイズハードファイル（各々１冊）にて作成 

加除式 両面印刷  

平成 23年 9月中旬（9月 14日）第 2回相互評価会議（訪問調査） 

名古屋経営短期大学が高田短期大学を訪問 

 

（６）相互評価報告書の作成・公表 

報告書作成については、作成内容および形式は相互評価会議で決定し、平成 24 年 3 月

下旬までに「相互評価報告書」を作成し、財団法人短期大学基準協会に報告し、その後、

公表する。 

 

（７）相互評価会議の構成等 

１）両短期大学の相互評価員（訪問者）及び必要とされる教職員によって構成する。 

２）相互訪問の記録は、訪問評価員が作成し、相手校の確認を得る。 

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

6 
 

３．自己点検・評価に関する規程及び相互評価のための組織 
  

名古屋経営短期大学  
自己点検・評価に関する規程 

 
 名古屋経営短期大学自己点検・評価委員会規程 

 
（目的） 
第１条 本学に、学則第２条に定める自己点検及び評価（以下「自己評価等」という。）を行

うため、自己点検・評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
（任務） 
第２条 委員会は、次の事項について検討し、実施計画を作成して自己点検・評価等を行い、

そのまとめを公表する。 
（１）自己評価等の項目に関すること 
（２）自己評価等の実施に関すること 
（３）自己評価等のまとめとその公表に関すること 
（４）その他自己評価に関し必要と思われること 
２ 前項の計画を作成するに当たっては、関係学内組織の意見を聴くものとする。 
３ 自己評価等の公表に当たっては、事前に理事会の承認を得るものとする。 

（委員） 
第３条 委員会は、次の委員をもって構成する。 

（１）学長 
（２）学科長 
（３）事務局長 
（４）学長の委嘱する委員 若干名 

（任期） 
第４条 学長の委嘱する委員の任期は、１年とする。但し、再任を妨げない。 
（運営） 
第５条学長は、委員長として委員会を主宰する。 

２ 委員会は、必要ある場合、委員以外の者の出席を求め、その意見等を聴くことができ

る。 
３ 委員会は、その必要に応じ学内組織等から、自己評価等に関する資料の提出を求める

ことができる。 
（小委員会の設置） 
第６条 委員長は、自己点検等を実施するため小委員会を設けることができる。 
  ２ 小委員会は、学長の委嘱する委員で構成する。 
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（事務） 
第７条 委員会の事務は、総務課が行う。 
（補則） 
第８条この規程に定めるもののほか、必要な事項については、委員会が定める。 
附 則 
この規程は、平成５年４月１日から施行する。 

附則 
この規程は、平成１４年４月１日から施行する。 

附則 
この規程は、平成１８年４月１日から施行する。 

 附 則 
この規程は、平成２０年４月１日から施行する。 
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高田短期大学  
自己点検・評価に関する規程 

 

高田短期大学自己点検・評価委員会規程 

 

(目的) 
第１条 この規程は、高田短期大学学則第２条第２項の規定に基づき、本学の教育研究活動及

び管理運営等の状況について、自ら点検及び評価(以下「自己評価等」という)を行い、改善に

努め、その結果を公表し、本学の存立意義を広く社会に提起するとともに、教育と研究を活性

化することを目的とする。 
(委員会) 
第２条 本学に高田短期大学自己点検・評価委員会(以下「委員会」という)を置く。 
２ 委員会は、本学の自己評価等の基本方針を検討するほか、次の各号に掲げる自己評価等の

実施に関する事項を処理する。 
(1) 実施計画に関すること。 
(2) 点検・評価に関すること。 
(3) 公表に関すること。 
(4) その他自己評価等に関する必要なこと。 
 (委員会の構成) 
第３条 委員会は、学長から指名された委員長が主宰し、構成については、「高田短期大学校

務運営に関する細則」による。 
(委員以外の出席) 
第４条 学長が必要と認めるときは、委員以外の者を出席させ、意見を聞くことができる。 
 (専門部会) 
第５条 委員会に自己評価等を行うため必要に応じ、専門部会を置くことができる。 
２ 専門部会は、自己評価等の項目に関する事項を処理する関連の委員会とする。 
(点検評価事項) 
第６条 委員会は、次の各号に掲げる事項の自己評価等を行う。 
(1) 教育理念・目標等 
(2) 教育活動 
(3) 研究活動 
(4) 施設設備 
(5) 国際交流 
(6) 生涯学習への対応 
(7) 社会との連携 
(8) 大学運営 
(9) 自己評価体制 
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(10) その他委員会が必要と認める事項 
２ 前項に定める事項についての具体的な項目については、委員会が定める。 
(第三者による評価) 
第７条 委員会は、点検・評価の結果について、「認証評価機関による第三者評価」「外部評価」

「相互評価」等を実施する。 
２ 実施規程を別に定める。 
(自己評価等に関する公表) 
第８条 委員会は、自己評価等の結果をまとめ、本学の目的及び社会的使命を達成する上で必

要と認める事項について公表する。 
(自己評価等の結果の対応) 
第９条 学長は、委員会の自己評価等の結果に基づき、改善が必要と認められるものについて

は、自ら改善に努める。 
附 則 
この規程は、平成６年４月１日から施行する。 
附 則 
この規程は、平成 14 年４月１日から施行する。 
附 則 
この規程は、平成 16 年４月１日から施行する。 
附 則 
この規程は、平成 18 年４月１日から施行する。 
附 則 
この規程は、平成 19 年２月 14 日から施行する。 
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高田短期大学相互評価実施規程 
 

(目的) 
第１条 この規程は、他の短期大学との相互評価を実施するための必要事項を定めることを目

的とする。 
(相互評価相手校の決定) 
第２条 相互評価相手校は、本学教授会での審議を尊重し、学長が決定する。 
(準備委員会) 
第３条 相互評価を実施するための「相互評価準備委員会」(以下「準備委員会」という)を置

く。 
２ 準備委員会の委員長は、自己点検・評価委員長が兼ね、同時に準備委員会の委員は、自己

点検・評価委員が兼ねる。 
３ 準備委員会が必要と認めるときは、委員以外の者を出席させ、意見を聴くことができる。 
(準備委員会の任務) 
第４条 準備委員会の任務は、次に定める事項とする。 
(1) 相互評価実施のための、評価事項、項目、方法及び指標の作成 
(2) 評価に必要なデータの準備と確認 
(3) 相互評価実施体制の整備 
(4) 相互評価報告書の作成 
(5) 相互評価相手校との対応 
(6) その他相互評価の円滑な実施に必要な事項 
(専門部会) 
第５条 準備委員会に、相互評価を行うため必要に応じ、専門部会を置くことができる。 
(庶務) 
第６条 相互評価及び準備委員会の庶務は、事務局総務課において処理する。 
 
附 則 
この規程は、平成 19 年４月１日から施行する。 
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高田短期大学外部評価実施規程 
 

 (目的) 
第１条 この規程は、高田短期大学学則第２条第２項に基づく、高田短期大学自己点検・評価

委員会規程による自己点検・評価結果について、学外者による検証(以下「外部評価」という)
を行うために必要な事項を定めることを目的とする。 
(実施者) 
第２条 外部評価は、学外者の協力を得て学長が実施する。 
(組織) 
第３条 外部評価を実施するため、外部評価委員会(以下「委員会」という)を置く。 
２ 委員会は、学長が委嘱した学外者で構成する。 
３ 委員会には、委員長を置き、委員長の選出は委員の互選とする。 
４ 委員長は、委員会の議長となり、必要に応じて委員会の意見を調整するとともに、評価結

果について各委員の意見を添えて学長に答申する。 
５ その他委員会の運営に関しては、委員会が定める。 
(準備委員会) 
第４条 外部評価を円滑に実施するため、外部評価準備委員会(以下「準備委員会」という)を
置く。 
２ 準備委員会は、自己点検・評価委員会が兼ね、準備委員長は、自己点検・評価委員長とす

る。 
３ 学長が必要と認めるときは、委員以外の者を出席させ、意見を聴くことができる。 
(準備委員会の任務) 
第５条 準備委員会の任務は、次に定める事項とする。 
(1) 委員会に提示する評価事項、項目、方法及び指標等の作成 
(2) 委員会が求める評価に必要なデータの提供 
(3) 委員会の求めに応じた外部評価実施計画の立案 
(4) 外部評価実施体制の整備 
(5) 外部評価報告書の作成 
(6) その他外部評価の円滑な実施に必要な事項 
(専門部会) 
第６条 準備委員会に、外部評価を行うため必要に応じ、専門部会を置くことができる。 
(庶務) 
第７条 委員会及び準備委員会の庶務は、総務課において処理する。 
 
附 則 
この規程は、平成 18 年２月８日から施行する。 
附 則 
この規程は、平成 19 年２月 14 日から施行する。 

javascript:ReikiLink('takada',10023,2,'','','k05')
javascript:ReikiLink('takada',10045,'','','','k05')
javascript:ReikiLink('takada',10045,'','','','k05')
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高田短期大学第三者評価実施規程 
 

(目的) 
第１条 この規程は、第三者認証評価機関(以下「認証機関」という)による第三者評価(学校教

育法に基づく)を実施するための必要事項を定めることを目的とする。 
(認証機関の決定) 
第２条 認証機関は、本学教授会での審議を尊重し、学長が決定する。 
(準備委員会) 
第３条 第三者評価を実施するための「第三者評価準備委員会」(以下「準備委員会」という)
を置く。 
２ 準備委員会の委員長は、自己点検・評価委員長が兼ね、同時に準備委員会の委員は、自己

点検・評価委員が兼ねる。 
３ 認証機関との対応は、準備委員長が行う。 
４ 準備委員会が必要と認めるときは、委員以外の者を出席させ、意見を聴くことができる。 
(準備委員会の任務) 
第４条 準備委員会の任務は、次に定める事項とする。 
(1) 認証機関による評価項目、指標などの確認 
(2) 評価に必要なデータの準備と確認 
(3) 第三者評価報告書の作成 
(4) 認証機関との対応 
(5) その他第三者評価の円滑な実施に必要な事項 
(専門部会) 
第５条 準備委員会に、第三者評価を行うため必要に応じ、専門部会を置くことができる。 
(庶務) 
第６条 第三者評価及び準備委員会の庶務は、事務局総務課において処理する。 
 
附 則 
この規程は、平成 19 年４月１日から施行する。 
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名古屋経営短期大学の相互評価のための組織 

 

役   職 氏  名 備  考 

理事長 高木 弘恵  

短大学長 古橋エツ子 健康福祉学科教授 

総合ビジネス学科長 片野田浩子 総合ビジネス学科教授 

子ども学科長 穐丸 武臣 子ども学科教授 

健康福祉学科長 志水 暎子 健康福祉学科教授 

短大・大学事務局長 青木  修  

自己点検評価委員長 上田 智子 健康福祉学科准教授 

ALO・教務委員長 西川三恵子 総合ビジネス学科教授 

総務課長 萩原  満  

教務統括課長 近藤  真  

教務短大課長 後藤 康文  

ISO環境管理事務局 箕島 哲也  

学生支援委員長 (代)陳 恵貞  

学生課長 野末 恭司 事務局次長 

キャリア支援委員長 田淵 哲明 総合ビジネス学科准教授 

FD担当 

キャリア支援小委員長 

（インターンシップ） 

山下 真弓 総合ビジネス学科教授 

キャリア支援小委員長 

（公開講座） 

藤林 清仁 子ども学科助教 

就職小委員長 山本 芳功 総合ビジネス学科教授 

キャリア支援課長 二宮 基次  

入試広報委員長 伊藤 重男 総合ビジネス学科教授 

短大入試広報課長 中西 純也  

図書・紀要委員長 陳  恵貞 子ども学科准教授 

図書館長 河合  武  

図書館主任 鈴木 奈保  

情報センター長 小田 隆博 名古屋産業大学教授 

情報センター室長 小椋 一德  

経理課長代理 羽場 文恵  

法人事務局長 山口  淳  

自己点検評価委員 仲田 照子 、吉田 幸恵 （上記以外） 
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高田短期大学の相互評価のための組織 

          （自己点検・評価委員会） 

役   職 氏  名 備  考 

自己点検・評価委員長 三宅 啓子 子ども学科教授 

子ども学科長 山﨑 征子 子ども学科教授 

人間介護福祉学科長 千草 篤麿 人間介護福祉学科教授 

オフィス人材育成学科長 鷲尾  敦 
オフィス人材育成 

（オフィス情報）学科教授 

図書館長・図書委員長 畠山 義啓 
オフィス人材育成 

（オフィス情報）学科教授 

育児文化研究センター長 福西 朋子 子ども学科教授 

仏教文化研究センター長 釆睪 真澄 子ども学科教授 

学務委員長 高木 直人 
オフィス人材育成 

（オフィス情報）学科教授 

入試広報委員長 宮﨑つた子 子ども学科教授 

キャリア支援委員長 佐藤  完 人間介護福祉学科教授 

学長補佐 鼎  龍教  

事務局長・学苑本部事務局長 河北 浩峰  

教学部長 伊藤 茂一  

事務局次長・課長 藤井 徳雄  

総務課係 生桑   崇  
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４．沿革及び現況等 

 

名古屋経営短期大学の沿革・現況等（平成２２年５月現在） 

 

名古屋経営短期大学の沿革の概要及び沿革 

昭和２３年１１月１６日 名古屋市東区赤塚町にて菊武タイピスト養成所創立。 

昭和２６年 ６月１９日 愛知県より菊武タイピスト学校設置認可。 

昭和２８年 ２月１４日 愛知県より学校法人高木学園設置認可。 

昭和３７年 ２月 ３日 
学校法人高木学園守山女子商業高等学校設置認可。 

学校法人高木学園を学校法人菊武学園に名称変更。 

昭和３７年 ４月 １日 守山女子商業高等学校開設。 

昭和４０年 １月２５日 名古屋女子商科短期大学商科設置認可。 

昭和４０年 ４月 １日 名古屋女子商科短期大学開設。 

昭和４３年 ３月１１日 守山女子商業高等学校通信制課程設置認可。 

昭和４３年 ４月 １日 守山女子商業高等学校通信制課程開設。 

法人及び短期大学の概要 

学校法人 

菊武学園 
488-8711  

尾張旭市新居町山の田3255-5 

理事長 

高木 弘恵 

名古屋経営 

短期大学 

学長  

古橋エツ子 

総合ビジネス学科 245 

子ども学科 111 

健康福祉学科 78 

法人が設置する他の教育機関の概要 

名古屋産業大学 

488-8711  

尾張旭市新居町山の田3255-5 

学長  

伊藤 雅一 

大学院 30 

環境情報ビジネス

学部 
889 

菊華高等学校 

463-8718  

名古屋市守山区小幡五丁目8番

13号 

校長  

山岸 鳴門 

全日制課程普通科 

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 
639 

通信制課程商業科 485 

菊武ビジネス 

専門学校 

461-0012  

名古屋市東区相生町60番地 

校長  

馬淵 正雄 

商業実務専門課程 

商業実務高等課程 
496 

ビジネス教養 

専門学校エクセ

レンス 

462-8580  

名古屋市北区平安二丁目15-43 

校長 

高木 秀典 

商業実務専門課程 

文化・教養専門課程 172 

菊武幼稚園 
486-0913  

春日井市柏原町一丁目60番地 

園長  

二宮 邦夫 

 
211 
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昭和４４年 ４月 １日 菊武幼稚園設置認可され、同日開設。 

昭和５１年 ４月 １日 菊武タイピスト専門学校設置（切替）認可。 

昭和５９年 ４月 １日 菊武タイピスト専門学校を菊武女子経済専門学校と改称。 

昭和６３年 ４月 １日 名古屋女子商科短期大学経営情報科開設。 

平成元年 ２月１０日 ビジネス専門学校名古屋インフォメーションスクール設置認可。 

平成元年 ４月 １日 ビジネス専門学校名古屋インフォメーションスクール開設。 

平成 ４年 ３月 ２日 守山女子商業高等学校全日制課程普通科設置認可。 

平成 ４年 ４月 １日 守山女子商業高等学校を菊華高等学校と改称し、普通科開設。 

平成 ７年 ３月１５日 ビジネス教養専門学校エクセレンス設置認可。 

平成 ７年 ４月 １日 ビジネス教養専門学校エクセレンス開設。 

平成 ８年 ５月１３日 ビジネス専門学校名古屋インフォメーションスクール廃止認可。 

平成１０年 ４月 １日 菊武女子経済専門学校を菊武ビジネス専門学校と改称。 

平成１１年１２月２２日 名古屋産業大学設置認可。 

平成１２年 ４月 １日 
名古屋産業大学開設。 

名古屋女子商科短期大学を名古屋経営短期大学と改称。 

平成１５年１１月２７日 名古屋産業大学大学院設置認可。 

平成１６年 ４月 １日 名古屋産業大学大学院人間環境マネジメント学科開設。 

平成１９年 ４月 １日 
名古屋経営短期大学子ども学科開設 

名古屋産業大学大学院博士後期課程開設 

平成２０年 ４月 １日 名古屋経営短期大学健康福祉学科開設 
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高田短期大学の沿革・現況等（平成２３年５月現在） 

 

高田短期大学の沿革の概要及び沿革 

昭和４１年 １月２５日 高田短期大学設置認可 

昭和４１年 ４月 １日 高田短期大学保育科開設（入学定員５０名） 

昭和５１年 ４月 １日 保育科入学定員を１００名に増員 

昭和５８年１２月２２日 教養学科設置認可 

昭和５９年 ４月 １日 教養科開設（入学定員８０名） 

平成 元年 ４月 １日 教養科入学定員を１００名に増員 

平成 ３年 ４月 １日 教養科期間を付した入学定員増（５０名）を許可 

平成 ５年 ４月 １日 保育科を幼児教育学科、教養科を教養学科に改称 

平成１１年 ７月２８日 
教養科期間を付した入学定員増（５０名）を廃止・教養学科入学定

員を１２０名に増員 

平成１２年１２月２１日 オフィス情報学科設置許可 

平成１３年 ４月 １日 教養学科を廃止してオフィス情報学科を開設（入学定員１２０名） 

平成１７年１２月 ５日 人間介護福祉学科設置許可 

平成１８年 ４月 １日 人間介護福祉学科開設（入学定員４０名） 

平成１８年 ４月 １日 幼児教育学科を子ども学科に改称し入学定員を１５０名に増設 

平成１８年 ４月 １日 オフィス情報学科の入学定員を６０名に変更 

平成２３年 ４月 １日 オフィス情報学科をオフィス人材育成学科に改称 

法人及び短期大学の概要 

学校法人 

高田学苑 

〒514-0125 

津市大里窪田町字下沢

2865-1 

理事長  ・ 学苑長 

  高臣 文祥 

高田短期大学 

〒514-0115 

津市一身田豊野195 

学長  

栗原 廣海 

子ども学科 300 

オフィス人材育成学科 140 

人間介護福祉学科 57 

法人が設置する他の教育機関の概要 

高田高等学校 

〒514-0114 

津市一身田町２８４３ 

校長 

梅林 久高 

普通科（全日制課程） 

※６年制を含む 

1,759 

 

 

高田中学校 
〒514-0114 

津市一身田町２８４３ 

校長  

梅林 久高 

※中高一貫教育 620 
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５．相互評価 質疑応答票 
 

Ⅰ 建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標 

相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

1 

Ⅰ－１ 

建学の精神、教育

理念について 

11 

104 

学園創立の礎である「愛情

教育」、学園創設の理念と

建学の精神とはどのよう

な関係ですか。もう少しそ

の関係を教えてください。 

「愛情教育」については、学生との

絆は親子のような愛情を持って接

するようにという創設者の母への

思いが込められています。そして、

「建学の精神」では、学生が社会で

自立して活躍できる教育、すなわち

職業教育で社会に貢献するという

思いが込められています。 
2 

Ⅰ－２ 

教育目的、教育目

標について 

12 

13 

報告書と学生便覧の記載

(表現)において各学科の教

育理念と教育目標の示し

方が統一化されておりま

せんが、敢えてそのように

なさったのですか。 

社会貢献するために、それぞれの学

科が確実な資格・免許を取ってほし

いと考えています。そのため、各学

科の学生が理解しやすいようなサ

ポート体制をとっていることから、

必要に応じた記載方法になりまし

た。 
3 13 健康福祉学科独自の 10 カ

条「『ひと』としてマナー」

を定めとありますが、どこ

に記載されていますか。 
 

プリント「『ひと』としてのマナー」

を学生にも非常勤講師にも個別に

配布しています。効果はあります。 
 

4  13 学科・専攻間で共有するた

めに統一した施策はお持

ちになっておられますか。

それをどのように共有化

されていますか。 

各学科では、月 1 回以上全員出席の

会議を持っています。特に、子ども

学科では毎週会議を開催して、学生

が保育者としてふさわしい人にな

れるような努力をするように、学科

教員全員で意思統一して教育的な

努力をしています。また、学科間の

共通意識はオープンキャンパス等

で学科の特徴と目指す教育を再確

認し意識の共有化を図っています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

5 

Ⅰ－３ 

定期的な点検等に

ついて 

14 第三者評価後、見直しをさ

れた理由はどのようなこ

とからですか。また、実質

的な議論は、どこでどれく

らい行われましたか。 
次の見直しは、どのタイミ

ングで行う予定ですか。 

理事会を通して変更を行いました。

基本的なところは変わっておりま

せん。 
1 学科から 3 学科体制になった時点

で見直しましたが、見直しというよ

りも付加した形で行いました。ま

た、平成 20 年度は建学 60 周年とい

うこともあって、短期大学憲章を制

定しました。 
実質的な議論は、各学科会で話し合

い、その結果をもって教授会で議論

しました。 
6 14 学生の資質変化に対して

具体的に現在検討されて

いる施策はありますか。何

か資料がありましたら説

明を簡単にお願します。 
 

健康福祉学科では、精神面が弱い学

生には、特にきめ細かく話を聞く時

間をとっています。たとえば、学生

が教員の研究室を気軽に訪問しや

すくなるような雰囲気作りに気を

配っており、カフェ的研究室もあり

ます。また、学生とのランチタイム

を水・木曜日に設けて来室を促して

コミュニケ―ションを図っていま

す。 
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Ⅱ 教育の内容 

相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

7 

Ⅱ－１ 

教育課程について 

15 ３学科共通科目である「ラ

イフプランニング」の内容

は授業資料（評価の方法）

としては、シラバスのみで

すか。 

具体的な教科内容はシラバスにて

示してありますが、どんな人も社会

に出ると、子育て並びに健康福祉に

関わるので、折に触れて人としての

マナーや対応の仕方の教育に力を

注いでいます。また、「ライフプラ

ンニング」に関するレポートの提出

を求め、教員は必ずコメントを記入

して返却しています。試験時のレポ

ートは保存して以後の指導に還元

しています。学生からの評価とし

て、「他学科の学生と授業を受講で

きて良かった。他教科への広がりを

考える機会となった」等と、コメン

トしている学生が印象的です。 
8 15 学生の資質や社会での実

践力を付けられるように

多くの選択科目を設置さ

れていますが、選択状況と

学習効果はどうですか。

（特にコース制の選択と

決定方法） 
 

選択科目は5名以下の場合は「閉講」

としています。総合ビジネス学科

「基礎ゼミナール」では、1 年次 10
月末に2年生ゼミ希望に向けて担当

者変更も可能とし、より専門的なゼ

ミナール教育を推進しています。 

9 

Ⅱ－２ 

授業内容・教育方

針について 

26 教育課程の改定及び改善

が必要になった時にはど

の様な手続きで対応され

ていますか。（組織として

各学科・事務局等の関係性

も含めて、例:カリキュラム

委員会と学科会議の関係

性と教務課等） 

各学科でまずは検討し、その結果を

教授会にあげます。また、内容によ

っては、各学科教務委員は問題を精

査し、本部事務局に伺いを立ててい

ます。 



 

21 
 

相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問

番号 
報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

10 

Ⅱ－２ 

授業内容・教育方

針について 

22 

26 

総合ビジネス学科が「授

業、ゼミ、ガイダンスを関

連付けて、指導教育効果を

高める仕組みを構築しつ

つある」とありますが、具

体的にはどのような仕組

みですか。 

ゼミを通して個人指導が基本です。

入学してすぐに個人面談をゼミご

とに実施し、学習上困ったことはな

いかなどを聞きます。たとえば、マ

イクの声が聞きづらいとか、授業が

難しいとか。それらの問題ごとに関

係各所に直接伝えることで改善を

しています。 
学生ごとにばらばらのカリキュラ

ムとなるので、学習のアドバイスを

ゼミが中心となって進めています。

以前はしておりませんでしたが、履

修指導も手取り足取りで丁寧に行

い、細かい指導をしています。 
総合ビジネスでは、コースコア科目

があり、各コースの教員が、自分の

コースを構築するためにそのコー

スについて検討し、さらに発展する

ために今の時代にどういうものが

社会人として必要かを考えて、学科

会議で意見交換しています。非常勤

講師に委ねているコースでは、それ

らの情報を伝えて、連携を密にとっ

ています。 
基礎ゼミナールは木曜日3限目にあ

り、その次の 4 限目には就活アワー

の時間を設けています。この時間に

は授業を入れず、また単位にもなっ

ておりませんが、ゼミが終わって全

員がいるところで、就職活動を中心

に、少数のゼミで集まったり、全体

で集まったりしています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問

番号 
報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

10 

Ⅱ－２ 

授業内容・教育方

針について 

26  基礎ゼミは１年必修ですが、2 年は

コースごとで時間割上難しく、基礎

ゼミのような時間はありません。し

かし、できるだけ時間を作って学生

に対応しています。 
１年で基礎ゼミ、２年生はコースご

との専門科目がありますが、２年の

ゼミナールはコースとは別です。基

礎ゼミは学科で割り振り、２年生は

学生の希望でわけています。１年次

の大学祭打ち上げ後の 10 月に希望

をとります。 
学園祭が毎年10月第2週に行われ、

それが終わってからゼミ分けをし

ます（総合のみ）。就活が 2、3 月に

なるので、前倒しで教員と顔合わせ

て相談しあえるように、10 月末でゼ

ミをわけています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 
質問

番号 
報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

11 

Ⅱ－２ 

授業内容・教育方

針について 

26 リーダーになる学生はど

の様に育てておられるの

ですか。（学習環境の向上

化対策例があれば教えて

ください。） 

子ども学科では、少人数制教育をし

ていますので、各教員の指導が行き

届く体制です。そのことにより、学

生の資質を良く把握できることか

ら、その学生に応じた指導を粘り強

く指導できます。その間に学生同士

も仲間の気質・力量を理解して、リ

ーダーも生まれていきます。そうい

った学習環境が相互に向上する結

果に繋がっていると考えています。

そのように導くため、教員が集団的

に討議を重ねて常に向上化対策を

話し合っています。 
 

12 26 シラバスの授業計画で、数

回同じことが掲載されて

いますが、少し補足があっ

た方がよいのでないでし

ょうか。また、評価が割合

でしめされているだけが

多いですが、その点はどの

ように考えておられます

か。 

シラバスの記載ミスがところどこ

ろあるようです。今後シラバスの書

式統一と記載内容の明確化をさら

に検討したいと思います。 
 

13 

Ⅱ－３ 

教育改善の努力に

ついて 

28 子ども学科ゼミ報の共有

とは、どのようなものです

か。 
 

「基礎ゼミ」「専門ゼミ」「卒業ゼミ」

の内容です。学年全体でどういうこ

とを伝えていったら良いか、進行状

況・問題点等を原則として 1 回 1 枚

とし、年間 30 枚以上になっていま

す。また、兼任教員との間で、１年

に１度懇親会を開催し、学生の状況

を共有しています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

14 

Ⅱ－３ 

教育改善の努力に

ついて 

28 学科会議でのFD 会議に要

する時間はどれだけ取っ

ておられますか。 

FD 会議は年間 30 回以上開催され

る学科会議の中で必要に応じて会

議しております。 
15 27 

28 

学生による授業評価アン

ケートの後先生方がコメ

ントを書かれますが、それ

を冊子にして、全学生、全

教員が見られるようにし

ているのですか。 

学生、全教員が、1 か月自由に閲覧

できるようにアンケート結果一覧

を学内に設置しています。 
 

16 28 本学は、学生には示してい

ないので参考にしたいの

ですが、結果を学生に提示

することによって、どのよ

うな影響あるいはよくな

ったことはありますか。 

15 回の授業の終わりや、真ん中の時

期など、いろいろ試行しています。

今は 10 回目頃に実施しています。

終わりにすると学生がテストのこ

とを気にしてしまうのではないか

と思われます。一番やりたかったこ

とは、評価して直接、当該学生に返

すことです。そのため、10 回ぐらい

に実施しています。授業がだいたい

終わり、授業が終わる前に学生にフ

ィードバックできます。 
17 

Ⅱ－４ 

特記事項について 

29 情報科目で習熟度別授業

とありますが、どのように

して分けておられるので

しょうか。情報の履修の有

無というのでは分けられ

ないとおもいますが、その

点はいかがでしょうか。 

情報教育委員会で適宜対応してク

ラス運営をしています。2／3 が理解

できていないと思います。いろいろ

試行しましたが、習熟度別にする方

が運営しやすく、高校の成績で 4 ク

ラスに分けています。 
 

18 

 

「音楽Ⅰ」ピアノおよび声

楽の習熟度別とはどのよ

うになさっておられるの

ですか。 
また、＜音楽Ⅱ＞について

はどうでしょうか。 

音楽の技能・技術教育は基本的に個

人レッスンなので習熟度別教育と

なっています。 
 
音楽Ⅱも同様です。 
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Ⅲ 教育の実施体制  

相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

19 

 

 

 

Ⅲ－１ 

教員組織について 

31 

 

 

各学科の教員定数は充足

していますが、全体的に専

任教員数、教授数に余裕が

ないので、この点はどのよ

うに考えておられますか。 
 

年齢構成を含め、来年度以降改善を

予定しています。 

20 

 

32 研究活動・研究業績取得に

向けて、教育・校務・研究・

社会貢献に費やす時間の

確保はどの様にされてい

ますか。 
 

１週間 4 日勤務し、1 日は研究日と

しています。 

21 32 教員別担当コマ数のばら

つきがありますが、基準コ

マ数と実数は決められて

いるのでしょうか。 

担当科目は通年で７コマずつが原

則です。特任教員は 2～3 日勤務と

なっています。なお、担当科目で差

が生じ持ちコマが少ない先生は、そ

の他色々な校務をして戴いており

ます。 
 
 

22 33 情報センター内の専門職

員が情報教育のサポート

を行っているということ

ですが、直接授業をフォロ

ーする TA はいるのです

か。 

センター職員は、授業環境づくりの

サポートであり、授業そのものには

関わっていません。授業の直接サポ

ートとしては、必要な場合は大学

生、大学院生の TA を教務に申請し、

教授会の決定を経て支援をするこ

とができます。コンピュータ授業の

クラス人数は、40 名が最大となって

います。 
 



 

26 
 

 
相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

23 

Ⅲ－２ 

教育環境について 

35 放課後の PC 教室利用は

認めていないのはどの様

なことからですか。 

職員の勤務時間にあわせており、現在

は 18 時に延長しています。ゼミナー

ル等から申請があれば、先生がいる限

り無制限となっています。 
24 40 「衛生委員会」の組織の

現状と定期点検の方法は

どのようになさっていま

すか。 
 

学園組織であり、法人全体を包括して

います。毎年各部所持ち回りで施設の

安全衛生面について検察を実施して

います。 
 

25 

Ⅲ－３ 

図書館・学習資源

センターについて 

41 

 

 

 

図書購入、廃棄の流れや

基準が記載されています

が、システムとしての規

定は整備されているでし

ょうか。 

図書館規程が整備されています。 
 

26 42 学生利用の状況を把握す

る試みはどのようにして

おられますか。 
 
 
 
 

全体の数はつかめています。2008 年

度は全館 3301 冊、人数は 2700 人あ

まりでした。2009 年度は若干増えて

います。 
学科の違いによる特徴まではつかめ

ていません。 

27 熱心な学生の直接選定作

業の依頼とありますが、

図書メイトのようなボラ

ンティア活動として明確

に位置づけておられます

か。また、その試みはど

れくらいの規模（人数、

冊数等）で行っているの

ですか。ここで記載され

ている熱心な学生の選定

基準はどのようなもので

すか。 

公募をして、各学科から合わせて 5 名

を選んでいます。図書館をよく利用し

ている学生を誘うこともあります。 
その他、学生本人が書籍を希望する場

合は、学生リクエストという制度があ

ります。 
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Ⅳ 教育目標の達成度と教育の効果 

相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

28 

Ⅳ－１ 

単位認定について 

44 

46 

48 

不可が 50％を超える科目

がいくつかみられます

が、それはどのようなこ

とからですか。 

学習の深化を図るためです。繰り返し

再教育することによって、学習の成果

を高める教育を徹底して実践してい

ます。 
29 

 

49 単位の年度配分（セメス

ター配分）は具体的にど

のようになっています

か。 
 

半期ごとに 2 年間で４セメスターと

し、1 年生が 1,2 セメスター、2 年生

が 3,4 セメスターになります。 

30 49 子ども学科で実習に参加

させないハードルを設け

ているとありますが、実

際、実習参加できない学

生の数はどれくらいあり

ますか。ハードルの内容

を教えてください。 

子ども学科では実習参加するための

必要科目がいくつか設定されていて、

その科目を9割取得出来ていないと実

習参加は認めないようにして、学習の

成果を大切にしています。 

31 

Ⅳ－２ 

授業に対する学生

の満足度について 

51 学長宛の投書箱で改善に

つながったものは具体的

にありますか。その内容

を教えてください。また、

投書箱による改善方法で

弊害はないのでしょう

か。あれば、併せてお聞

かせください。 
 

禁煙の要望に対して喫煙場所を限定

したり、売店を広くして営業時間も延

長しました。そのほか、教員への不満

など教育を改善するきっかけとなり

ました。また、無記名での投書もあり

ますが、記名者には直接会うようにし

ています。 

32 

Ⅳ－３ 

退学、休学、留年

の状況について 

52 対象学生で学費等におい

て、徴収不能にならいた

めの方策はどのようにな

さっていますか。 

学費未納者につては、本人に連絡を取

っています。留学生が帰国した場合は

本国の支弁者へも連絡を取っており、

留学生選抜基準を強化しています。ま

た、本年保険会社と学資ローンに関す

る契約を締結しました。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

33 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ－４ 

資格取得の取組み

について 

54 資格取得のための科目が 
各学科とも多く開講され

ていますが、選択状況と

学習状況の効率の検討が

なされているのでしょう

か。 

卒業単位と取得単位の区別化（健康福

祉学科）を明確化して、学生に選択を

促しています。 
また、子ども学科では、資格水準維持

のため選択科目の必要性について学

生に話し、教育の充実化について常に

教員間で検討しています。 
 

34 54 

55 

現代学生の学習意欲の低

下はどこでも危惧されて

いますが、取得率アップ

の対策はどの様にされて

いますか。 
多様な資格を準備しても

すべて開講されていない

現状と必要性についての

お考えをお聞かせくださ

い。 
 

子ども学科における免許・資格の取得

率はおよそ入学定員の 2／3 の状況で

す。しかし、結果として卒業のみの学

生にも、平成 24 年度入学生から何か

の資格を持って卒業させたいと考え

ています。 

35 54 ビジネス実務士、情報処

理士取得者が少ないよう

に思いますが、どうして

でしょうか。考えられる

その原因をお聞かせくだ

さい。 
また、総合ビジネス学科

はコースによって取得す

る資格は違うのですか。 
学生の取得熱はどうです

か、意欲的ですか。 
 

総合ビジネス学科 135 名のうち、たと

えばキャリア秘書コースは 15 名から

20 名です。そのコース全員が取得で

きる状況ではありますが、コース全員

が取得するわけではありません。ま

た、他のコースの学生も取得できま

す。コースの必修科目・選択必修科目

はありますが、費用がかかることもあ

り秘書士等の取得は自由としていま

す。アナウンスはしますが、学生の取

得熱は乏しく、今のところ必修化しよ

うとは考えていません。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

35 

Ⅳ－４ 

資格取得の取組み

について 

55 子ども学科の資格取得は

どうですか。 
幼稚園・保育士ともに、学生全員に

取得指導をしていますが、不合格等

があり全員が取得できてはいませ

ん。保育士 46名中 8割少々、幼稚園

39名中 7割少々です。 
 

36 

 

 

 

 

 

 

55 学生に人気のある資格は

どのような資格ですか。 
子ども学科では、「保育心理士｣「ベビ

ーシッター資格」「幼児安全支援員」

「障害者スポーツ指導員」などを新た

に予定しています。その他、在学中に

挑戦できる「食育指導士」「幼児指導

者検定」「ネイチャーゲームリーダー」

「キャンプインストラクター」「おも

ちゃインストラクター」「子ども環境

管理士」等が考えられます。 
 

37 

 

 

 

 

Ⅳ－５ 

学生による卒業後

の評価、卒業生に

対する評価につい

て 

56 受講科目と就職先の関係

は全体的な傾向はどうで

すか。また、具体的に、

コース教育による企業就

職の効果はありますか。

（専門職への就職率） 
 

今のところ、総合ビジネス学科のコー

スによる教育内容と就職先の関係は

明確に結果として出ていませんが、本

学科の教育内容が企業で評価され就

職できる学生も多数あります。 

38 

 

 

 

 

 

 

 

 

57 卒業後、学生と企業（保

育現場も含めて）とのマ

ッチングはどうですか。 
できれば、具体的にどの

ような事が起きているか

お聞かせ戴けませんでし

ょうか。また、その対策

はどのようになさってお

られますか。 

即戦力としての保育者・幼児教育者と

して、職に就くために必要な内容と学

生の希望する内容のミスマッチ（希望

と実際）が年々多く出てきています。

そのため、主としてゼミ教員が学生と

のコミュニケ―ションを深め、話をき

く態度を持って話し合う時間をでき

るだけとるようにしています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

39 

 

 

 

 

 

 

 Ⅳ－６ 

特記事項について 

55 

58 

平成24年度から計画され

ている「子ども学科」で

の資格の検討されている

ようですが、それはどの

ような背景からですか。 
 
 

結果として保育士・幼稚園教諭の資格

を取得でない学生、もしくは望まない

学生にも、卒業の際には何かしらの資

格を持つことにより自信を持って社

会に出て行ってほしいと考えている

からです。それは建学の精神に基づき

「職業教育をとおして社会で活躍で

きる人材の育成」に繋がる教育だと思

うからです。 
40 他学科では検討されてい

る資格はありますか。 
健康福祉学科で、アニマルセラピー、

ドックセラピスト等を考えています。 
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Ⅴ 学生支援 

相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

41 

Ⅴ－１ 

入学に関する支援

について 

61 

 

入試広報課は 5 名体制と

なっていますが、この 5
名の職員の方は他の業務

をしていないのですか。 
 

短大の入試担当のみで、兼務はありま

せん。 

42 61 自己推薦入試とはどのよ

うな入試ですか。 
特別推薦入試とはどのよ

うな入試ですか。 

自己推薦は自己 PR を中心に評価しま

す。特別推薦はスポーツ、資格、ボラ

ンティアなどを中心に評価していま

す。 

43 61 

 

AO 課題学習は誰がどの

ように評価なさるのです

か。 
それぞれの入学割合はど

のようになっているので

すか。差し障りのない程

度に教えて戴けませんで

しょうか。 
 

学科が課題を出し、学科が評価してい

ます。 
 
全体の 3割程度がAO入試で入学して

います。 

44 61 AO 入試合格者への課題

はどのような課題です

か。 
学生たちが企画・制作す

る「入試広報通信」の内

容は具体的にはどのよう

なものですか。可能な限

り教えていただききたい

のですが、どうでしょう

か。また、どのような学

生たちが作るのですか。 
 
 

学生目線で作成しますが、今はたち切

れ状態になっています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

45 

 

 

 

 

Ⅴ－１ 

入学に関する支援

について 

62 総合ビジネス学科では

「称号」の説明をされて

いますが、各学科の「学

位」についての説明は行

っておられますか。 
 

特に行っていません。今後、行ってい

きたいと思っています。 
 

46 

 

 

 

 

Ⅴ－２ 

学習支援について 

63 履修登録はセメスターご

とに実施するのですか。 
1 年生の基礎ゼミなど担

当はどのように決められ

るのですか。 
 

各セメスター開始前には決定してい

ます。 

47 

 

 

63 個別指導等はどの時間帯

で実施されているのです

か。 
 

放課後または空き時間に行います。検

定指導や実習の記録指導などが多く

なされています。 

48 64 カウンセラーの勤務時間

はどうなっていますか。 
 

木曜日 4 時間。相談に来る学生は 2～3
人です。 

49 

 

 
Ⅴ－３ 

学生生活支援体制

について 

66 保健室の職員体制はどの

ようになっていますか。 
 

養護教諭を配置しています。 
今後は、保健センターを考えていま

す。 

50 66 

67 

カウンセラーと精神科医

との連携はありますか。 
必要に応じてクリニックを紹介した

りして、連携を取り合っています。 
 

51 

 

Ⅴ－４ 

進路支援について 

69 

70 

就職試験対策の講座など

は開かれていますか。 
 

ゼミの後で行っています。 

52 71 進学希望者の内、実際に

進学するのは何割程度で

すか。 

進学希望者は全員が進学しています。

現在、名古屋産業大学への進学は留学

生のみの状況です。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

53 

 

Ⅴ－５ 

多様な学生に対す

る支援について 

71 留学生のための日本語教

育の授業はありますか。 
 

授業はありませんが、ゼミ教員が対応

しています。 

54 71 社会人は、現在１名とい

うことですが、過去の実

績はどうですか。 

一般入試で社会人が入学したことは

ありましたが、社会人入試で入学した

者は１名のみです。 
 

55 

Ⅴ－６ 

特記事項について 

72 「絆プロジェクト」の具

体的な内容を教えて下さ

い。 
 
 

年 2 回、基礎ゼミの時間にビーチバレ

ー、ボーリング、バーベキューなど学

科別でおこなっています。 
一人 2,000 円程度の予算です。 

56 72 「菊武学園」学園長賞の

選考方法と基準はどのよ

うなものですか。 

学科別に成績優秀者を入学式の場で

表彰します。副賞は一人 30,000 円で

す。 
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Ⅵ 研究 

相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

57 

Ⅵ－１ 

教員の研究活動全

般について 

73 多くの教員が研究業績を

蓄積されておられます

が、一部の教員にほとん

ど研究業績が見当たりま

せんが、何か理由がある

のですか。 

特任教授の先生方などです。 
 

58 74 21 年度に採択された科研

費のテーマはどのような

ものですか。少し説明を

お願いしめす。 

学長の研究で、虐待に関するものでし

た。 
 

59 

Ⅵ－２ 

研究のための条件

について 

75 研究経費の額について教

員の意見はどうですか。 
また、支給方法は経費か

手当か、どちらでしょう

か。 

特に意見はありません。 
 
支給方法は経費としています。 

75 紀要以外の短大「学会」

の活動について教えて下

さい。 
査読者はどのような人が

担当されているのです

か。 

紀要発行のみです。 
 
 
学内で研究テーマに応じて委員会か

ら依頼します。 

60 76 パソコン購入は研究費で

購入ですか。あるいは別

経費ですか。 
 

別ですが、平成 22 年度からは研究費

となっています。 
 

61 76 子ども学科では心理実験

室でどのような内容の授

業をするのですか。少し、

その内容を教えてくださ

い。 

発達心理学の授業などです。実験装置

は名古屋産業大学の教員のものです。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

62 

Ⅵ－２ 

研究のための条件

について 

76 総合ビジネスのコース内

容に沿った実習室とは、

どのような教室でしょう

か。 
 
 

キャリア秘書コースは、オフィスを模

した専門実習室、医療コースではパソ

コン 24 台に医療診療報酬等のソフト

や教育用電子カルテソフトが入って

います。医療機関の受付、応対窓口業

務のシミュレーションができます。 
 

63 76 研究時間の確保は保障さ

れていますが、授業コマ

数の少ない教員も「勤務

日は週4日を下回らない」

ことになっていますか。 
 
 

特任教授などは 2～3 日です。 
週7コマを越えると手当を出すことに

なっています。 
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Ⅶ 社会的活動 

相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

64 

Ⅶ－１ 

社会的活動への取

組みについて 

79 

80 

地域住民のニーズと公開

講座の年間開催件数との

バランスはいかがお考え

ですか。 

ワープロ、英語、砂漠問題など。年々

回数が増えています。 

65 80 高大連携の事業はありま

すか。ありましたらその

ような内容か教えてくだ

さい。 

健康福祉学科は、姉妹校(菊華高校)に
教員が出向き授業を行っていますが、

短大全体として現在、具体的に授業で

の連携は行っていません。 
 
 

66 80 ほぼ毎年公開講座に参加

する方はどの程度ありま

すか。 
また、「公開講座」の企画

及び内容の決定方法はど

のようにされています

か。  
講座終了後のアンケート

調査を実施されています

か。 

一部に毎年続けて参加する人がいま

す。アンケートも実施して、ニーズを

調べています。 
 

67 80 尾張旭市の「長寿学園」

の受講者を 1 日大学生と

しての体験学習（生涯学

習課関連事業）に取り組

んでおられますが、実際、

学生との交流の場はあり

ますか。できれば、「長寿

学園」の内容と対象をも

う少し詳しく教えてくだ

さい。 

パソコン教室や健康体操などですが、

交流としては、学生 2 名が 30 名の受

講者とともにバルーンアートなどを

行っています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

68 

Ⅶ－２ 

学生の社会活動に

ついて 

80 

81 

総合ビジネス学科ではボ

ランティアの組織的な活

動はありますか。 
ボランティア活動の評価

の仕方、位置づけ、応援

態勢はどうなっています

か。 
 

組織的な活動はありませんが、ボラン

ティア論の授業の中で行っています。 

69 

Ⅶ－３ 

国際交流・協力へ

の取組みについて 

81 国際交流・協力に際して

の許可基準はどのように

なっていますか。特に出

張する人の順番などは決

まっているのですか。 
 

特に決めてはいませんが、申請の都

度、審議しています。 

70 

Ⅶ－４ 

特記事項について 

84 中国内モンゴル自治区の

植林ボランティアは毎年

何人くらいの学生が参加

するのですか。 
 

名古屋産業大の学生数名と教員が参

加しており、今のところ短大からの参

加はありません。 

71 84 平成 21 年度文部科学省

「学生支援推進プログラ

ム」で採択された「海外

教育プログラム」の内容

を教えてください。 
 
 

台湾・ハンガリー・韓国研修での多文

化交流を中心に、名古屋産業大学と共

同で取り組んでいます。 
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Ⅷ 管理運営 

相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

72 

Ⅷ－１ 

法人の組織の管理

運営体制について 

85 「所属長懇談会」の内容

はどのようなものです

か。差支えない程度で教

えてください。 

月 1 回開催しています。懇談の内容は

理事会に報告しています。 

73 89 常任監事の職種・所属・

普段の業務はどのような

ことですか。 
普段はどのような仕事を

なさっておられるのです

か。 
 

法人本部で学校経営に関する情報収

集等を行っています。前職員が就任し

ています。 

74 93 学長・教員等の選考は短

大独自で選考されるので

すか。 

基本的に短大独自で選考しています。

但し、学長選考については教授会の意

見を求めた後、理事長が決定します。 

75 94 大学運営の意思決定はど

ういう方法で決定される

のですか。 

教授会等の組織を通してしかるべき

場所へ諮っています。 

76 94 外部者の意見を取り入れ

るシステムは何かありま

すか。 
ありましたら可能な限り

教えてください。 
 
 

外部理事等役員より意見をいただき、

研修会等に参加し、情報交換を行うな

ど広く意見を取り入れています。 

77 

Ⅶ－２ 

教授会等の運営体

制について 

94 事務局側はどのような立

場で教授会等に参加され

ているのですか。 

指名のあった課長以上の事務職員が

参与として出席しています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

78 

Ⅶ－３ 

事務組織について 

97 

98 

法人全体の事務組織図と

名古屋経営短期大学運営

組織図との整合性が一部

ありません＜各部署の配

置人員数 人数不明＞こ

れはどのように解釈すれ

ばよいのでしょうか。 

標記を分かりやすく改めるようにい

たします。 

79 102 事務組織の整備および情

報機器の整備に関して

「スパムメール対策」は

どのようになさっており

ますか。 
 

ファイヤーウォールでウイルスメー

ルと同時に駆除しています。 

80 102 事務職員の学生からの信

頼度はどのように確認し

てみえますか。 

投書箱を設置していますが、あまり苦

情等の投書はありません。学生が気軽

に相談に来ることから、教員が身近で

頼りにされていると考えています。 

81 102 SD は定期的に実施され

ておりますか。その手法

として、横断的遂行につ

いての実施策はされてお

られますか。 
また、PDCA のスパイラ

ルアップ効果について事

務局自らの自発性につい

てはどのように省察させ

ておられますか。 
組織活性化と人材の積極

的活用のための研修制度

など、改革はどのような

計画で進めていかれる予

定ですか。 

本部が主催する研修会への参加、およ

び学内独自の研修を行っています。 
また、OJT を継続的に実施しています

が、不定期なため今後は定期的に行い

たいと考えています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

82 

Ⅶ－４ 

人事管理について 

104 学校法人は教職員の就業

に関する規定で、何か親

睦、意見交換の場を設定

してみえますか。 
 
 
 
 
 
 

歓送迎会や旅行のほか定まった催し

はなく、月 1 回程度教職員で食事会を

実施し親睦を深めています。 
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Ⅸ 財務 

相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

83 

Ⅸ－１ 

財務運営について 

107 赤字対策はどのようにさ

れていますか。また、学

生確保の策はどのように

考えておられるのです

か。差支えない程度にお

聞かせください。 
寄附増加の要因はどのよ

うなことからですか。 
 

平成 25 年度までに学園財政を確保す

る経営上必要な学生数を示してあり

ます。 
寄付金は、外郭団体からの寄附であ

り、寄附募集は実施していません。 
 

84 108 予算の各部所への伝達及

び署予算の策定時期はい

つ頃ですか。また、出納

業務の流れ図に学長決裁

がないのはどのようなこ

とからですか。 

四大・短大については、経理に関する

権限が事務局長に委譲されています。 

85 89 監査法人の監査に監事が

立ち会っているとのこと

ですが、監事会に会計士

も同席されておられるの

ですか。 

会計士が行う決算監査時に監事が同

席しています。 

86 

Ⅸ－２ 

財務体質の健全性

と教育研究費につ

いて 

110 消費収支で短大の翌年度

消費支出超過額の是正に

ついて。 
理由を把握されておられ

ますか。 

人件費の見直しを検討しています。 

87 110 配分方法は、積上予算か

割当予算ですか。 
予算配分は割当算としており、その範

囲内で執行しています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

88 

Ⅸ－２ 

財務体質の健全性

と教育研究費につ

いて 

110 定員の充足により財源を

確保し、健全な運営方策

についてどのように考え

ておられますか。 
子ども学科の低下、健康

福祉学科の増加および入

学定員 255 名の理由はど

のようなことからです

か。 
 
 

これまでの改変等の経緯により現在

の定員数となっています。現在は未だ

その過渡期であり、今後整理をしてい

く予定です。 

89 

Ⅸ－３ 

施設設備の管理に

ついて 

111 コンピュータシステム等

によるセキュリティー警

備は 24 時間体制ですか。 
再度の質問になります

が、地球環境保全に関す

る ISO14001 の取り組み

の詳細についてもう少し

教えてください。 

職員の勤務時間外となる 17 時以降朝

の 9 時まで配置しています。なお、内

部からは退出できるが、外部から入館

できない体制をとっています。 
学生のプリンター使用については、

300枚から400枚で制限を設けていま

す。なお、カラーはモノクロの４倍計

算としています。 
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Ⅹ 改革・改善 

相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

90 

Ⅹ－１ 

自己点検・評価に

ついて 

113 自己点検・評価委員会の

メンバー構成を教えてく

ださい。具体的に、例え

ば各学科から何名ずつ

か、どのような立場の人

がいるか、などです。 

委員長は学長による指名です。各学科

（委員長含め）から 2 名ずつ（３学科）

に、総務課長１名を加えて都合 7 名と

なっています。 

91 FD 委員会のメンバー構

成についても同様に教え

てください。こちらも各

学科から選出されている

のですか。職員はどのよ

うに参加されるのです

か。その規程はあります

か。 

第三者評価以降、FD 委員会ができま

した。 
自己点検・評価委員会の中に FD 委員

会があり、自己点検・評価委員が FD
委員も兼ねており、現状は分かれてお

りません。事務方とも連携して、FD
活動を進めています。よって、FD 委

員会としての規程はありません。 

92 113 前回、平成 15～17 年度の

まとめとして平成18年度

に第三者評価を受けられ

ました。今回の相互評価

は、平成 19～21 年度の 3
年間、第三者評価は平成

22～24 年度をまとめて平

成25年度第三者評価とい

うスケジュールだと思い

ます。 
そうすると、平成 18 年度

の振り返り、まとめがな

いように思いますがどう

でしょうか。 

おっしゃるとおりです。 
前回の第三者評価について各部署へ

改善内容を振ってそれぞれの部署で

は整理されていると思いますが、ご指

摘の通り、全体としての書きものには

なっておりません。スケジュールでい

くと第三者評価を７年後に受けるた

めには、今年が最後の相互評価となり

ます。 
平成 18 年度は、相手校との調整がつ

かず抜けております。 



 

44 
 

 
相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【高田短期大学】  回答校【名古屋経営短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

93 

Ⅹ－２ 

自己点検・評価の

教職員の関与と活

用について 

113 委員以外のメンバーは自

己点検・評価活動にどの

ように参画されています

か。 
 

自己点検・評価報告書を作成するにあ

たって、報告書のマニュアルに従い、

該当箇所を各部署の課長に依頼して

います。それによって、短大内の全て

の部署が関わる形となっています。 
 

94 

Ⅹ－３ 

相互評価や外部評

価等について 

114 ALO 選任の手続きとは、

どのような内容ですか。  
総務課に短期大学基準協会から毎年

求められる ALO 報告のため、学長と

話し合いの上選任します。 
一応のルールができているだけで、明

文化はされておりません。 
 

95 

Ⅹ－４ 

第三者評価（認証

評価）について 

114 １）相互評価、第三者評

価実施のための規程はあ

りますか。あるのでした

ら、その内容はどのよう

なものですか。 
２）自己点検・評価委員

会と FD 委員会をどのよ

うに棲み分けています

か。棲み分けがされてい

るのでしたら、お互い連

携はどのようにされてい

ますか。 
 
 

ありません。 
貴校の規定をぜひ参考にさせていた

だきたいです。 
 
 
自己点検・評価委員会の中に FD 担当

者がおり、その委員を中心に推進して

います。 
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Ⅰ 建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標 
相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

1 

Ⅰ－１ 
建学の精神、教育

理念について 

6 建学の理念として「仏教

精神に基づく人間教育、

やわらか心」とあります

が、仏教精神に対する学

生の理解や認識はどのよ

うなところで具現化され

ているのか、また、その

評価はどのようにされて

いますか。 

今までは仏教行事として年 4 回、今年

からは１年生必修科目として「仏教

学」（週１コマ）と連動して組み入れ、

その中で「柔軟な心」を説いています。 
そのため、1 年生は仏教行事の出席率

は 90％以上です。２年生は任意出席

ながらも、50～85％出席となってお

り、仏教に接する新鮮さとある種のカ

ルチャーショックもあろうと思われ

ますが、心の芽になっていると考えま

す。就職先の雇用主からは、傾聴力や

協調性という点で評価を受けていま

す。 
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Ⅱ 教育の内容 
相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

2 

Ⅱ－１ 
教育課程について 

10 学則第19条で定めていら

っしゃる演習15～30時間

で１単位ですが、２単位

と１単位を認定している

違いについて。 

厚労省の規定に基づき、演習か講義か

その内容によって教授会で認定して

います。演習は基本 30 時間 2 単位、

15 時間 1 単位です。教科の内容と時

期的なこと、時間割編成等を考えて単

位数を決めています。 
3 10 子ども学科のカリキュラ

ム「体育（講義）」の単位

は記入なく、「体育（実技）

2 単位」と掲載されていま

すが、学生便覧と単位数

が違っていますがどちら

が正しいでしょうか。 

表記を分けたが、合わせて 2 単位（各

１単位）です。 

12 人間介護福祉学科の「仏

教学Ⅰ」とオフィス情報

学科の「基礎英語Ⅰ」の

単位も空白になっていま

す。 

各 2 単位、1 単位です。 

4 10

～

16 

 

子ども学科とオフィス人

材育成学科でゼミナール

の単位数が違うのは、ど

のような理由ですか。 

また、人間介護福祉学科

では、ゼミナールは開講

しているのですか。 

子ども学科と福祉学科は厚労省の規

定により演習 2 単位ですが、オフィス

学科は半期 1 回／週として 1 単位で

す。 
「人間福祉基礎演習」と「人間福祉総

合演習」がそれに該当します。 

5 14 オフィス情報学科は英語

関連 6 単位以上必修とあ

りますが、学生のモチベ

ーションはどうですか。 

ゆとり教育による影響か実力低下が

あり、学生の力に応じて習熟度別授業

をおこなって、実践力を養うようにし

ています。 
6 14 

 

人間介護福祉学科のレク

リエーションでの現場実

習における履修人数（ク

ラス数）の正しい数を教

えてください。 

21 です。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

7 

Ⅱ－１ 
教育課程について 

14

～

15 

5 名以下の受講生でも科

目を開講している理由

は。選択科目の場合、閉

講はあるのでしょうか。 

 

専任教員が行うことを前提として、小

人数でも教授会で認められれば開講

しています。基本的には 10 名が目安

です。 

8 15 

 

ケース・メソッドとは。 
 

職場で起こる人間問題について、様々

な考えや判断、意見を持ち寄って討議

し、自らの意思決定を再構築して発表

する科目です。 
 

9 16 子ども学科のカリキュラ

ムのスリム化によって告

示科目第 2 表はほとんど

必修科目となっていて選

択の余地がないように思

われますが、学生の選択

する余地を残すべきでは

ないでしょうか。 
また、専任教員のバラン

スある教育の充実化とは

どういう意味ですか。 
 

演習 30 時間 2 単位で修正して、時間

割上すっきりさせました。運用上の問

題であり、仏教保育などカットし他教

科に吸収合併させる形としたためで

す。 
専任教員間で、持ちコマ等の偏りが生

じることなくバランス良くすること

が望ましいと云う意味でもあります。 

10 16 コンピュータ簿記Ⅰ・Ⅱ

は新設科目ですか。 

はい、そのため平成 22 年度の受講生

はありません。 
11 17 資格検定の申し込み・受

験料などの手順、窓口に

ついて教えてください。 

専任教員が授業内で案内し、事務局で

申し込み等をおこなっています。 

12 18 

 

子ども学科の 1年次に「ソ

ーシャルマナー」を学ぶ

とありますが、カリキュ

ラム表には記載がないよ

うです。どのような位置

づけで展開されているの

ですか。 

平成 22 年度まで開講しましたが、カ

リキュラムのスリム化によって他科

目に吸収されました。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

13 

Ⅱ－１ 
教育課程について 

19 

 

保育専門演習を新設とあ

りますが、教育課程表に

記載がありません。どの

ような取扱なのですか。 

平成 23 年度からゼミナールに移行さ

せました。 

14 

Ⅱ－２ 
授業内容・教育方針

について 

20 子ども学科では資格無し

の卒業が可能とあります

が、人間介護福祉学科で

は資格無しでの卒業は認

めているのでしょうか。 

平成 21 年度から可能となっています

が、極力そのようにならないよう指導

しています。しかし、実習は卒業必修

ではありません。 

15 

Ⅱ－３ 
教育改善の努力に

ついて 

20 学生の学習意欲の低下が

各大学で問題となってい

るように思われますが、

貴校ではどのような対策

をとられているのでしょ

うか。 

子ども学科では単位には含まない見

学実習を実施して関心を持たせる工

夫や、自主的ボランティアを推奨し、

「子ども発見ノート」などを活用し

て、対象としての子供に関心を高める

など工夫を行っています。 
また、ゼミを中心として資質向上に努

め、研究室の開放、基礎演習・総合演

習では学科教員作成による冊子「ゼミ

テキストⅠ・Ⅱ」を使用し、原稿用紙

15 枚程度以上の書く力をつけさせた

りしています。さらに、精神面のフォ

ローとしてカウンセリング室との連

携が欠かせないと考えます。 
16 20 平成 21（2010）年度どち

らが正しいですか。 

平成 22（2010）年度が正しいです（以

下同様）。 

17 21 FD への組織的取組状況

について、人間介護福祉

学科における活動内容の

わかる資料があればご提

示いただきたいです。 
また、年 6 回もの発表は

授業内に組み込まれてい

るのですか。 

学科教員のみの 1 回／2 月 90 分くら

いの開催です。 
「人間介護福祉学科年報」で活動内容

を公表しています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

18 

Ⅱ－３ 
教育改善の努力に

ついて 

22 スキルアワード制度につ

いて。 
資格取得の意欲を高める事を目的と

して、資格取得、検定合格に成果のあ

った学生を表彰する制度です。スキル

アップチャレンジノートを作成し、制

度を説明しています。 
19 

Ⅱ－４ 
特記事項について 

22 他学科の科目履修は可能

ですか。 
時間割り上取得できるなら可能です。 
 

20 23 検定のための補習状況は

どのようになっています

か。 

教員ごとに行っていますが、学生の自

主的参加や質問を受け付けるなどの

対応をおこなっています。 

21 24 

 

インターンシップの受け

入れ先はどのように手配

されているのでしょう

か。 

ここ 10 年来実施しており、長年の信

頼関係により 20 数社、60 名ほどを引

き受けていただいている状況です。

「社会体験実習」として 1 年生全員行

うよう指導しています。 
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Ⅲ 教育の実施体制  
相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

22 

Ⅲ－１ 
教員組織について 

25 専任教員一人当たりの学

生数は。 

18.5 人です。 

23 教員採用は原則公募制と

なっていますが、この 4
年間に採用された人数・

公募件数・公募条件につ

いて、どのような手続き

を経て情報発信し何校送

付されたか、その人事委

員会の構成ついても教え

て下さい。 

原則公募で JREC-IN、本学ホームペ

ージ、関係大学、専任教員の自己開拓

という手段を取り、人事委員会での選

考を経て教授会で決定されます。短大

では４大への移動などによる場合に

生じているかと思われます。 

24 27 

 

 

教員の平均担当コマ数の

記載がありますが、担当

コマ基準はありますか。 

平成 24 年度から、原則年 12 コマ以上

と申し合わせました。 

25 教員の担当コマ数が非常

に多い方が見受けられま

す。どのような科目の担

当で、上限を超えた方へ

の配慮はどのようにされ

ているのでしょうか。 

カリキュラムの旧から新への移行に

より、一部多くなっているという実情

があります。 
上限を超えての特段の配慮はなく、校

務での調整をおこなっています。 

26 

Ⅲ－２ 
教育環境について 

30 PC 室を長時間開放して

おられますが、この管理

は（朝の開錠、夜の PC 電

源確認や施錠等）は委託

した警備会社が行ってい

るのでしょうか。 

基本的に機械警備を導入しておりま

すが、21 時までは警備員が巡回して

います。 

27 一般教室用に小型プロジ

ェクター、ノートPC 等は

用意しているのですか。 

一部の特別な教室のみにあります。 

28 31 運動場について、野外の

運動、遊び等の指導はど

のようにされているので

すか。 

体育館中心ですが、野外の学苑運動場

を使用できるようになっています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 

質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

29 

 

Ⅲ－３ 
図書館・学習資源

センターについて 

32 年間図書館予算の設定に

基準はあるのですか。 

また、平成 19～22 年度の

間に予算の変化はありま

したか。 

予算の設定基準はなく、学生数の増加

に伴い比例配分しています。 
全学科共通のものと各学科の学生数

による配分があります。 

30 34 図書の貸出状況表で、子

ども学科の利用率が他の

２学科より極めて高いこ

とについて、単に課題提

出が多いからですか。 
利用率は 4 倍~13 倍、平

均10倍くらいの差がある

ので、課題提出だけとは

考えにくいのですが（実

習中の貸出なども関連が

ある？）。 
また、平成 20 年度 1 年生

の貸出冊数は急に落ち込

みがあった原因はどうよ

うに分析していますか、

平成19年度以前常に同じ

状況を維持してきたので

しょうか。 

ブックバイキングと称して、実習前に

絵本を他者に紹介するという取り組

みをおこない、推薦図書としても提示

しています。 
また、実習中は貸出期間の延長をおこ

なっています。 
貸出冊数は急に落ち込みについては

特に、原因を分析はしていません。 

31 

Ⅲ－４ 
特記事項について 

35 「図書メイト」と「創作

コンクール」の取組みが

学生たちの図書館への関

心や親しみに役立ってい

ると思われますが、実際

にどのような効果をもた

らしているのか、特に注

意する点があればご教示

願いたいです。 

図書メイトは親近感を持つことにつ

ながり関心が高まったと思われます。

創作展は、大学祭に出す予定で表彰も

おこない、さらに、壁面デザインとい

う取り組みも現在子ども学科中心に

行っていますが、他学科にも広げるこ

とを検討したいと考えています。 

 



 

52 
 

Ⅳ 教育目標の達成度と教育の効果 
相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

32 

Ⅳ－１ 
単位認定について 

36 本試験の単位修得状況が

３学科ともに押し並べて

高い、再試験受験数が少

ないようですが、どのよ

うにされていますか。 

資格取得上の必要性もありますが、専

任教員と非常勤教員の情報共有とい

った連携や、出欠管理システムによる

結果と思われます。 
 

33 36

～

42 

最終評価％の計が 100％
以外の数字が記載されて

いる科目がありますが、

どのような理由で 99.3％
等になっていますか。 

一般科目においては、他大学からの単

位認定済みのものもあるため、100％
以下になっています。 

34 42 卒業単位70単位のところ

80 単位の履修を指導して

いるとありますが、何割

くらいの学生が80単位を

取得するのでしょうか。 

おおよそ 8 割くらいと思われます。 
特に就職に強い資格等について推奨

しているためであると思われます。 

35 セメスターごとの履修単

位数の上限は設けていま

すか。 

ありません。 

36 成績は、直接学生へある

いは保護者へ連絡するの

ですか。 

夏休み中はゼミ担任から配布し、追再

試験手続き結果は保護者に年度末に

郵送しています。 
37 

Ⅳ－２ 
授業に対する学生

の満足度について 

43 学生の満足度を高めるた

めの FD の取り組みとは。 
アンケート項目は学科ご

とにどの程度違うのです

か。 

平成 21 年度～学生満足度調査として

3 学科共通に、学生生活、教職員、環

境などについては2年生の初めにアン

ケートを実施しています。オフィス情

報学科では、教員の研修としてコーチ

ング研修なども実施しています。 
38 平成 23 年導入した GPA

により、受講放棄数は減

少したでしょうか、その

効果として他にあれば教

えてください。 

学生が受講の必要性を理解している

上、数値 2.0 以下の学生は問題ありと

して事前にアドバイスできることが

あると思います。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

39 

Ⅳ－２ 
授業に対する学生

の満足度について 

43 「学年会議」「学科教員協

議会」「学科研究会」など

の学内組織の位置づけと

役割について。 

 

学科協議会は学科としての会議であ

り、教授会の後月 1回の開催です。 

40 

Ⅳ－３ 
退学、休学、留年

の状況について 

44 休学の希望者（前期、又

は後期の期間全体）の受

付（承認）はいつまでで

すか。 

 

年度内（新学期開始前）に処理をおこ

なうこととしています。学期開始後の

場合には、学納金を徴収します。 

41 子ども学科平成20年度入

学生の卒業者数が、括弧

書きの理由は何ですか。 

留年者があり、本年9月卒業予定です。 

42 45 ゼミの少人数指導の記述

がありますが、基礎ゼミ

ではどのような目的と内

容ですか、また、教員一

人の担当学生数は何名で

すか。 

 

教員が 1・2 年ゼミを両方持つことで、

教員一人当たり学生 10 名強になり、

現在の人数 20 名から減らすことが可

能になりました。 

43 

Ⅳ－４ 
資格取得の取り組

について 

46 子ども学科の「社会福祉

主事任用資格」の合格率

が、他の資格より著しく

低いのはなぜですか。 

「三科目主事」と呼ばれ

るほど取得が容易な資格

なので、貴学は特別な資

格要件、カリキュラム、

取得方法を課しているの

でしょうか。 

合格率でなく、取得率です。 

44 46 同じく、人間介護福祉学

科の福祉レクリエーショ

ンが低い理由は。 

同じ理由です。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

45 

Ⅳ－４ 
資格取得の取り組

について 

47 日商簿記検定の３級合格

率が、平成 21 年度 2.86％
から平成 22 年度 41.93％
に飛躍した対策について

教えてください。 

カリキュラム変更による重点資格対

策の結果です。 

46 

Ⅳ－５ 
学生による卒業後

の評価、卒業生に

対する評価につい

て 

50 専門就職状況について、

平成22年度の全体の専門

就職比率 95％と高い比率

であるが、就職に対する

特徴的な取組みについて

お聞きします。 
また、県内の企業訪問、

就職後の企業からのフィ

ードバックなど行き届い

ているがこの体制を築く

のに尽力された点は何で

すか。 

伝統的取り組みの結果によることと、

キャリア支援センター、委員会との連

携指導や資格センター全体での努力

の結果かと思われます。高短キャンパ

スネットでの求人情報提供も大きい

でしょう。 
基本的に各キャリア支援委員へフィ

ードバックし、平成 21～22 年度 GP
により求人開拓職員を置き、キャリア

サポーター2 名も採用できたことも戦

力になっています。 

47 51 就職先による卒業生の能

力評価について「課題発

見力」「計画力」「想像力」

等、「考える力」のカテゴ

リーではかなり厳しい評

価だったそうですが、そ

のことについてどのよう

に対応しているのか、今

後どのように対応してい

くのかお聞かせ下さい。 

月２名平均程度の卒業生からの転職

相談がありました。平成 21 年度の卒

業生追跡調査で厳しい評価を得まし

たが、カリキュラムの見直しや 3 学科

共通科目を作るなどして、学校全体の

総合力として強化を図っていきたい

と思っています。 

48 53 「時代のニーズに対応し

た更なる保育者養成の発

展を期待されている」と

ありますが、現在のカリ

キュラムに何か工夫は、

今後はどのように対応し

ていく方針でしょうか。 

育児文化センターでの活動、特に平成

19～20 年度 GP による子育て応援隊

の活動が大きく、全学的ボランティア

強化、ゼミナールを中心とした人づく

りなども行っており、人として、社会

人として「やわらか心」を持ち合わせ

た教育を推進したいと考えています。 
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Ⅴ 学生支援 
相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

49 

Ⅴ－２ 
学習支援について 

56 後期選択科目の登録も 4

月におこなうのですか。 

1 年前期時に 2 年分を計画し１年分を

登録しています。前期・後期時に修正

期間（履修変更期間）を設けています。 
50 57 Web 上での履修登録はこ

ちらでも導入したいので

すが、システム作成は学

内開発ですか。 

いいえ、外部に委託しました。 

51 習熟度別指導は、具体的

に何クラスくらいに分け

て指導をされているの

か、ピアノの実技指導を

行う非常勤講師は何名く

らいいるのでしょうか。 

 

専任教員 3 名と、非常勤で 14～15 名

の教員により 50 名 3 クラスをレッス

ン室の数に応じて配分しています。そ

れにより、学生の希望によるコース別

対応が可能になりました。 
 

52 人間介護福祉学科の応用

的課題とは、授業内で実

施しているのですか、進

度の遅い学生への対応は

どのように行っています

か。 

基本的には授業内で、時間外対応もし

ていますが、今年から一部の実技系科

目において、担当教員 1 名に副担当者

1 名を加えて対応するようにしていま

す。 

53 

Ⅴ－３ 
学生生活支援体制

について 

60 

 

TJC 祭を 1 月に実施して

おられますが、曜日・時

間はどうように設定して

いるのですか。また、一

般学生の参加はどれくら

いあるのでしょうか。 

休日、土曜日・日曜日開催を基本とし

て、毎回 70 名ほど参加しています。 

54 61 平成21年度から直通バス

を無料化したとのことで

すが、その予算をどうの

うに確保されているので

すか。学生駐車場も無料

化した背景についてお聞

かせ下さい。 

学校まで最寄りの JR から徒歩 15分、

バス停から 10 分の距離ですが、より

一層の利便性から現在バス4台で運行

しています。合わせて、学生駐車場も

無料としました。年経費の半分ほどは

学生からの学納金で賄っています。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

55 

Ⅴ－３ 
学生生活支援体制

について 

61 貴学介護福祉士就労予定

者奨学金制度は、県修学

資金制度の終了に伴う措

置ですか。 

利用者 23 名(49 名中)は

約半数に達しており、急

に利用者が増えたのは学

生募集において、25 万円

上限とは宣伝したためと

思われますが、どのよう

な基準で決定されている

のですか。 

 

福祉系学生は経済的に厳しい者が多

く、県修学資金終了に伴う措置はあり

ません。平成 22 年度入学生からで、

平成 21 年度入学生荷は支給されてい

ません。基本全員に、年 20 万円 2 年

間で合計 40 万円を支援しています。 
就職義務等は課していません。 

56 

Ⅴ－４ 
進路支援について 

65 キャリアカルテの閲覧範

囲に制限はありますか。 

学生の個人情報については、教員は外

部からのアクセスのみ不可です。 

57 

Ⅴ－５ 
多様な学生に対す

る支援について 

67 人間介護福祉学科の平成

22年42％進学率は突出し

ていますが、その理由に

ついて教えてください。

留学生や社会人のためで

すか。 
また、留学生の出身はど

ちらから、社会人はセー

フティネットによる入学

生でしょうか。 
 

4 大への進学が主で、中国からの留学

生がほとんどです。 
三重県では、セーフティネットの進学

先として短大は該当していないのが

現状です。 
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Ⅵ 研究 
相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

58 

Ⅵ－１ 

教員の研究活動全

般について 

69 採用時に論文数の少ない

方（資料では採用時の情

報は入っていない）がい

ますが、採用時の業績、

教育経験など何か理由が

あるのでしょうか。 

実績や経験値から評価しています。 

59 71 各種プロジェクトが活動

しているが、その組織や

活動予算はどのようにな

っていますか。 

年度内予算で実施しています。 
3 年前から研究の活性化のため、学内

プロジェクトを募り、15 件 500 万円

以内で助成をおこなっています。 
また、福祉関連では、県の助成事業や

保育士人材バンク等の活動として、外

部からの資金を得ています。 
 

60 人間介護福祉学科の年 6
回の研究会の詳細につい

て聞かせてください。 
また、兼任教員との意思

疎通について、どのよう

にされているでしょう

か。 

学科で毎年テーマをもって、共同研究

しています。 
兼任は 10 名程度と少なく、教員間の

関係も深いので意思疎通はとれてい

ると思われます。 
 

61 

Ⅵ－２ 

研究のための条件

について 

71 研究費の支給方法を変更

したとありますが、具体

的にどのように変わった

のでしょうか。 
その目的と、それに対す

る教員の評価はいかがで

すか。 

年 30 万円（うち、1/3 は旅費）を給与

に一括振り込み方式に変更し、領収書

等添付し使用実績を報告します。但

し、振り込むことで 10％の所得税がか

かり、実質その分減額となったのです

が、教職員双方の事務手続きを簡素化

できたこともメリットです。 
62 72 研究紀要、各学科年報な

ど研究論文集の印刷予

算、各学科の研究センタ

ー予算について支障のな

い範囲で教えてくださ

い。 

短大予算として位置付けられていま

す。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

63 

Ⅵ－２ 

研究のための条件

について 

72 研究室は助教・講師の区

別なく全教員に準備され

ているのですか。 
 

すべて個室です。 
 
 

64 73 学科年報と育児文化研究

(紀要)、大学紀要との関連

について、教員は 3 つの

論文集にすべて投稿でき

るようになっています

か。 
投稿数などの実態や投稿

上の課題点など何かあれ

ば教えてください。また、

査読や研究倫理規定はあ

るのでしょうか。 
 
 
 

すべてに投稿できます。査読は紀要の

みで、現在のところ倫理規定はありま

せんが、近く作る予定です。 
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Ⅶ 社会的活動 
相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

65 

Ⅶ－１ 
社会的活動への取

組みについて 

74 添付資料 No.５の「科目

等履修生」には選考基準

が明確に記載されてい

ませんが、貴学での基準

はどうなっていますか。 

選考基準はなく、教授会で認めてい

ます。 

仏教学・思想歴史科目に関しては、

住職の資格取得のためであることが

多いです。 
66 75 育児文化研究センター

の出前講座が回数・受講

者数で大変多いにもか

かわらず平成 21 年で終

了した理由は何ですか。 

平成 16 年からセンターに客員研究

員を採用し、多数開講してきたので

すが、教員の負担も大きい上、セン

ターの知名度も高まったので、5 年

で区切りとしました。 
67 「福祉・介護サービスチ

ャレンジ教室」とは、県

人材確保事業の一環で

すか。学科運営プロジェ

クトに関する資料等あ

れば、ご提示願います。 

県の助成事業の一環であり、人間介

護福祉学科年報の中に報告として記

載してあります。 

68 

Ⅶ－２ 
学生の社会活動に

ついて 

77 

 

子ども学科におけるボ

ランティアの取り組み

に関して、ボランティア

実施にあたり事前・事後

にどのような指導を行

っているのですか。 

総合演習内で、ボランティア支援室

より講義をおこなっています。 

69 人間介護福祉学科のボ

ランテイア参加数も多

いが、授業に位置付けら

れての参加ですか。その

活動内容は何ですか。 

授業や学科運営プロジェクトとの関

連で、あるいは施設との連携として、

年 1～2 回で、単発でも参加させて

います。また、実習施設からも依頼

が来ることもあります。 

70 教員の海外派遣・国際会

議出席等について、その

渡航費用は教員が獲得

した外部研究費ですか。

大学で個人研究費とは

別枠の研究費が設定さ

れているものなのかお

聞かせ下さい。 

あくまで、科研費等の教員個人とし

ての助成金によるもので、別枠はあ

りません。 
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Ⅷ 管理運営 
相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

71 

Ⅷ－１ 

法人の組織の管理

運営体制について 

80 毎年度５月末に理事会

が開催されているが、資

産総額の変更登記及び

財務書類等の備付けは

どのようになされてい

ますか。 

事前準備の後、理事会終了後手続き

しています。 

72 83 貴学における重要事項

については運営会議に

諮るとのこと、どのよう

な流れで決定されます

か。 

運営会議、教授会の承認を経て、理

事会という流れです。 
学則などは理事会議決事項で扱いま

す。 

73 監事の業務執行状況の

中で、上半期、下半期に

寄附行為上の監査を行

うとのこと、どのように

実施されておられます

か。 

理事会前に監事会を開催し、上半期

（11 月）監事会において事業報告、

下半期計画などを提示しています。

平成 23 年度からは内部監査室を設

置し、委員を法人及び卒業生 OB か

ら登用して、監事、公認会計士と連

携した監査体制をとっています。 
74 同じく監事は理事会へ

参加されたとのことで

すが、理事会で意見を具

申されたのでしょうか。 

毎回、理事会に出席して、監査報告

をしています。 

75 平成 22 年度の評議員会

の開催状況において、諸

規程の制定及び一部改

正については評議員会

の諮問事項として取り

扱われていませんが、評

議員会の意見はいつお

聴きになられますか。 

規程の改正については規定されてい

ないので諮問していません。 
なお、一部の評議員は理事と重複し

ているので、把握して戴いています。

従って、決算時期は計算書類につい

て理事会の前に意見を聴いていま

す。 

76 

Ⅶ－３ 

事務組織について 

90 その他では学務課とあ

り、組織表では教務課、

学生課とあります。広報

入試課も入試広報課と

どちらが正しいですか。 

平成 23 年から組織変更したためで

す。学務課が、教務課と学生課に分

かれました。 
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相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

77 

Ⅶ－３ 

事務組織について 

92 事務局の学生対応時間

および土曜日の対応は

どのようになさってい

ますか。 

対応時間は 8：30～17：30 です。 
土曜日は基本休みであり、補講等も

土曜には行っていませんが、特段必

要が生じていないと感じています。

また、研究室は直通電話で、外部か

らの電話を自宅や携帯等に転送でき

るようになっているため、事務局と

して実習等対応も土曜日はありませ

ん。平日での対応は、実習担当教員

等の他、教務課で実習担当職員もお

り、対応はしています。 
 

78 94 事務職員の年齢構成に

ついて。 
 

30～40 歳台が中心です。 

79 事務職員の雇用契約に

ついて（正規職員、嘱託、

パート、その他）お聞か

せ下さい。 

基本正規職員として雇用し、現在嘱

託職員が１名です。 
週 3 日勤務のキャリアサポーターが

2 名、育児文化研究センターにも 3
名のスタッフを置いていますが、他

は全員常勤職員です。 
80 事務職員の役職手当に

ついて（例：課長手当の

額）。 

課長手当 5 千円、課長補佐が 3 千円

です。 

81 時間外勤務手当制度に

ついて教えてください。 
 
 

8：30～17：30 の勤務時間で、5 限

目終了すると 18 時になりますが、

それ以上の残業については課長決裁

を必要とします。 
そのため、基本的には時間外手当は

なく、会議も最大 2 時間までとして

います。 
82 

Ⅶ－４ 

人事管理について 

95 教職員の就業時間の管

理の方法はどのように

なっていますか。 
 

教員は裁量制雇用形態を採用してお

り、基本的に週 4 日勤務で押印方式

です。出勤時に出勤簿に押印し、出

勤確認をしています。 
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Ⅸ 財務 
相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

83 
Ⅸ－２ 

財務体質の健全性

と教育研究費につ

いて 

95 流動資産より流動負債

が倍近く多くなってい

るのは、雑収入からの補

填と考えてよいでしょ

うか。 

借入金を固定資産から流動資産へ振

り替えたためです。よって、雑収入

とは関係はありません。 
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Ⅹ 改革・改善 
相 互 評 価 質 疑 応 答 票 

質問校【名古屋経営短期大学】  回答校【高田短期大学】 
質問
番号 

報告書該当項目 頁 質 問 事 項 回    答 

84 

Ⅹ－１ 

自己点検・評価に

ついて 

102 評価結果の開示及びそ

の改善策が各学科・委員

会でどのように話し合

われ、また実施されてい

るのですか。 

年次報告ののち、3～4 年毎に自己点

検をおこない、ホームページや報告

書にまとめて関係各所に配布してい

ます。 

85 106 定員割れが起きている

学科における定員確保

での、貴学が取り組んで

いる具体的な策があれ

ば教えていただけます

か。 

就職先の条件も重要ですが、独自の

奨学金制度や年報配布、ボランティ

ア等の学校の宣伝が考えられます。

介護を取り巻く状況にも問題がある

ため、国等への訴えも必要であると

思われ、一短大での限界もあるかと

考えます。 
86 

Ⅹ－４ 

第三者評価（認証

評価）について 

107 平成 21 年から導入され

た教員評価について、点

数化による数値の項目、

配点、評価方法などを教

えてください。また、FD
としての授業評価に加

え、教員自身の評価導入

に関する意見や導入後

の変化等はありますか。 

2 年前から委員会を立ち上げ、評価

方法、評価項目等について検討して

きました。その評価項目として、教

育 4・研究 2・校務 2・社会貢献 2
の割合で評価をポイント化していま

す。設定した評価項目以外に、各領

域ともに評価できる項目を追加でき

るようにしています。その評価をも

とに学長と面談します。授業評価や

学科ごとの教員負担度、貢献度をど

のように評価すべきかわからないと

いう声もあり、自己評価に個人差が

生じているのも事実です。今後は、

学生による授業評価の学生の到達度

の評価を反映させるなどして、適正

化に努めたいと考えています。 
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６．相互評価会議 
第１回 相互評価会議 

 

１．日 時：平成 22（2010）年 9 月 14 日（水）10：00～17：00 

２．会 場：名古屋経営短期大学 

３．出席者（高田短期大学） 

 

 

 

 

 

 

出席者（名古屋経営短期大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．高田短期大学訪問日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職名 氏 名 備 考 

自己点検・評価委員長 三宅 啓子 子ども学科教授 

人間介護福祉学科長 千草 篤麿 人間介護福祉学科教授 

オフィス情報学科長 鷲尾  敦 オフィス情報学科教授 

事務局次長兼総務課長 藤井 徳雄  

役職名 氏 名 備 考 

短大学長 古橋エツ子 健康福祉学科教授 

総合ビジネス学科長 片野田浩子 総合ビジネス学科教授 

子ども学科長 平岩 定法(代) 子ども学科教授 

健康福祉学科長 志水 暎子 健康福祉学科教授 

短大・大学事務局長 青木修  

自己評価委員長 上田 智子 健康福祉学科准教授 

ALO・教務委員長 西川三恵子 総合ビジネス学科教授 

総務課長 萩原満  

教務統括課長 近藤真  

教務短大課長 後藤康文  

時間 予定 場所 

10:00 本学到着 1号館応接室 

10:10 （10分） 
理事長挨拶 

2階会議室 
学長、各学科長等担当者紹介 

10:20～12:30（120分） 相互評価会議；0～Ⅲ分野、Ⅳ-Ⅶ

分野 

12:30～13:30（60分） 昼食・休憩 1階応接室 

13:30～14:15（45分） 相互評価会議；Ⅷ-Ⅹ分野 2階会議室 

14:25～15:25（60分） 学内視察 

15:40～16:20（40分） 相互評価会議；ディスカッション           2階会議室 

16:40～17:00（20分） 総括 2階会議室 
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５．施設見学（説明：高木清秀理事) 

学内視察箇所 （14：25～15：25） 

視察部署 場所 

会議室スタート 2号館3階 

パソコン教室 2号館4階 

キャリア支援課 

1号館3階 学生課 

教務課 

音楽室 文化センター2階 

大ホール 文化センター3階 

図書館 
文化センター1階 

タイプライター展示 

学生ホール、売店 1号館1階 

インフォメーションホール 1号館2階 

前庭～カフェテラス  

４号館保健室 4号館 

食堂、体育館  
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第２回 相互評価会議 

 
１．日 時：平成 23（2011）年 9 月 14 日（水）10：00～17：00 

２．会 場：高田短期大学 

３．出席者（名古屋経営短期大学） 

 

 

 

 

 

 

   

 

  ４．出席者（高田短期大学） 

役職名 氏  名 備  考 

理事長  ・ 学苑長 高臣 文祥  

短期大学学長 栗原 廣海  

自己点検・評価委員長 三宅 啓子 子ども学科教授 

子ども学科長 山﨑 征子 子ども学科教授 

人間介護福祉学科長 千草 篤麿 人間介護福祉学科教授 

オフィス情報学科長 鷲尾  敦 オフィス人材育成学科教授 

図書館長・図書委員長 畠山 義啓 オフィス情報（人材育成）学科教授 

育児文化研究センター長 福西 朋子 子ども学科教授 

仏教文化研究センター長 釆睪 真澄 子ども学科教授 

学務委員長 高木 直人 オフィス情報（人材育成）学科教授 

入試・広報委員長 宮﨑つた子 子ども学科教授 

キャリア支援委員長 佐藤  完 人間介護福祉学科教授 

学長補佐 鼎  龍教  

事務局長・学苑本部事務局長 河北 浩峰  

教学部長 伊藤 茂一  

キャリア支援センター長 澤井 光次  

事務局次長兼総務課長 藤井 徳雄  

教務課長 金丸 博文  

学生課長 北川 裕之                        

 

役職名 氏 名 備 考 

自己点検評価委員長 上田 智子 健康福祉学科准教授 

総合ビジネス学科長 片野田浩子 総合ビジネス学科教授 

子ども学科長 穐丸 武臣 子ども学科教授 

健康福祉学科長 志水 暎子 健康福祉学科教授 

総務課長 萩原 満  
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５．高田短期大学訪問日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．施設見学（同行者：学長、学長補佐、自己点検委員長、学科長、センター長) 

学内視察箇所 （14：45～15：35） 

視察部署 場所 

1 講堂 1号館4階 

2 造形演習室 
1号館3階 

3 普通教室（131教室） 

4 育児文化室 
1号館2階 

5 研究室（120研究室） 

6 大講義室 

2号館2階 7 普通教室 

8 カウンセリング室 

9 プレゼンテーション室 
3号館3階 

 
10 オフィス演習室 

11 オフィス実務室 

12 PCⅠ室 3号館1階 

13,14 食堂・保健室・静養室 
2号館１階 

15 キャリア支援室 

16 体育館アリーナ 体育館２階 

17,18 介護実習室・入浴実習室 介護実習施設1階 

19,20 電子楽器室・レッスン室 音楽棟3階・音楽棟2階 

21,22 図書館多目的ホール・閲覧室 図書館1・2階 

23 事務室 1号館1階 

時間 予定 場所 

９:15 本学到着 1号館応接室 

9:25（10分） 
理事長挨拶、 

４階会議室 

学長、各学科長等担当者紹介 

9:35～11:05（90分） 相互評価会議；0～Ⅲ分野、 

11：05～11：15（10分） 休憩 

11：15～12：35（80分） 相互評価会議；Ⅳ-Ⅶ分野 

12:35～13:35（60分） 昼食・休憩 1階会議室 

13:35～14:35（60分） 相互評価会議；Ⅷ-Ⅹ分野 ４階会議室 

14:45～15:35（50分） 学内視察 

15:50～16:30（40分） 相互評価会議；ディスカッション           ４階会議室 

16:40～17:00（20分） 総括 ４階会議室 
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 学内視察経路 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
１．１号館４階 講堂                      13．２号館１階 食堂 

２．１号館３階 造形演習室                14．２号館１階 保健室・静養室 

３．１号館３階 普通教室（１３１教室）    15．２号館１階 キャリア支援室 

４．１号館２階 育児文化室                16．体育館２階 アリーナ 

５．１号館２階 １２０研究室              17．介護実習指導室 介護実習室 

６．２号館２階 大講義室                  18．介護実習指導室 入浴実習室 

７．２号館２階 普通教室（２２３教室）   19．音楽棟３階 電子楽器室 

８．２号館２階 カウンセリング室          20．音楽棟２階 レッスン室 

９．３号館３階 プレゼンテーション室      21．図書館１階 多目的ホール 

10．３号館３階 オフィス演習室            22．図書館２階 開架閲覧室 

11．３号館３階 オフィス実務室            23．１号館１階 事務局 

12．３号館１階 ＰＣ教室Ⅰ 
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７．相互評価 評価票 
 
評価領域Ⅰ 「建学の精神・教育理念・教育目的・教育目標」 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅰ－1． 
建学の精神・

教育理念・教

育目的・教育

目標 

評
価
で
き
る
点 

学園創立の礎である「愛情教育」

に則って、建学の精神「職業教育

をとおして社会で活躍できる人材

の育成」が開学以来受け継がれて

おり、その精神と教育理念を「名

古屋経営短期大学憲章」として制

定して学内外に明示していること

は高く評価できる。 

寛保元(1741)年から真宗高田派

の学寮での講義開始以来、高田学

苑の歴史は古く、｢仏教精神に基づ

く人間教育｣を掲げており、その教

育理念としての『やわらか心』を

教育の基軸とし、「学生便覧」をは

じめカリキュラム、仏教行事、各

種研修会等年間と通して、全学生

や教職員に浸透を図っている点で

学苑としての共通理念の形成に努

力されている上、建学の精神・教育

理念を理解してもらうことに重点を

おいている点は評価できる。 

今
後
の
課
題 

学位を重要視し、学士力育成を

念頭に、短期大学士としての学位

授与方針としての目標を明確に示

すことが必要と思われる。 
 

特になし。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅰ－2． 
教育目的・教

育目標が明確

で点検の努力

がみられるこ

と 

評
価
で
き
る
点 

各学科とも、多様化している現

代社会において、建学の精神に基

づく教育理念を深く共有し、同時

に各学科の特色ある教育目的・目

標を明確に設定し、教育に全教員

が真摯に取り組んでいることが評

価できる。 
また、各学科では、取得できる

資格・免許を学生が取得できるた

めに、専任・非常勤も含めた連携

サポート体制に力をそそぎ、きめ

細かな指導と、常に協議・点検が

なされ、平成 20 年度は、建学の理

念・教育の理念・教育の目標の理

念を見直し、現状に即した改訂が

行われており、点検の努力が認め

られる。 
特に健康福祉学科は「『ひと』と

してのマナー」10 カ条を制定し、

非常勤講師も含めた全教員が一丸

となって、学生指導にあたろうと

している姿勢は大いに評価でき

る。 

学苑要覧に加え、短大の学生便 
覧に『やわらか心』の精神が記載

されており、自己点検・評価委員

会は、各委員会、学科、センター、

事務局の長から構成され、毎年年

次報告を各部署から行い、3～4 年

ごとにまとめ点検報告されてい

る。 
その成果として、各学科とも学

生にわかりやすいカリキュラム編

成や科目配置を行い、資格取得に

おいても質・量ともに向上してい

ることは、大いに評価できる。 

今
後
の
課
題 

各学科の教育意識の統一化の努

力は頻繁な学科会議等で徹底され

ているが、他学科間とも共通意識

を図る機会と体制がより強化され

ると、短期大学としての教育体制

と目標がさらに明確化されるので

はないかと考えられる。 

特になし。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅰ－３． 
教育目的・教

育目標に理解

される努力が

みられること 

評
価
で
き
る
点 

教育目的・教育目標を全学的に

共通理解し、学生へもその意識を

深めるために『名古屋経営短期大

学憲章』やホームページに掲載し、

入学式や必修科目「ライフプラン

ニング」の中で、学生に理解され

るよう努力している点が評価でき

る。 
また、教職員間や学生間におい

ても日常のコミュニケ―ションに

おいても、気軽にその考え方を共

有できるような学内体制（雰囲気

等）を地道に展開されている点が

評価できる。 

カリキュラムの中の「仏教学」

を全学科共通の必修科目として学

生が履修している上、年 4 回の仏

教行事を開催し、教職員への各種

研修会やコミュニティーカレッジ

による公開講座、同窓会活動によ

って、広く学苑内外への周知徹底

がなされている。 

今
後
の
課
題 

特になし。 特になし。 
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評価領域Ⅱ 「教育の内容」 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅱ－１． 
教育課程が体

系的に編成さ

れていること 

評
価
で
き
る
点 

全 

体 

特になし。 

全 
体 

「仏教学」を全学科共通の必

修科目とし学科ごとに関連す

る資格に基づき必要な科目が

配置されている。また、専任科

目は取得上必要な場合、5 名以

下でも開講するなど学生のニ

ーズに最大限こたえる姿勢が

みられる。 
 

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

総合教育科目、専門教育科

目、ゼミナールに体系化され、

特に専門教育科目は、共通とコ

ース別の専門科目を配置し、さ

らに資格支援としての専門（資

格検定）科目を設置しており、

体系的で学生にとってわかり

やすい科目体系になっている

ところが評価できる。 
 

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科 

キャリア支援に重点を置い

て、日商簿記や TOEIC など資

格を効率よく取得できるよう

にカリキュラムを変更し、その

成果が出ている。また、所定以

上の単位の取得を卒業要件に

まで高めている点が評価でき

る。 

子
ど
も
学
科 

教育課程の改訂および改善

が必要になった時、改訂趣旨等

を学科・事務局等の関係を密に

して「カリキュラム委員会・学

科会議」で目指す教育内容を充

実させていることは評価でき

る。 
また、資格・免許に必要な単

位は卒業単位とある程度リン

クさせて学科卒業に意味を持

たせ、なお且つ資格・免許取得

に内容を深めるための選択科

目広げて科目設定しているこ

とは評価できる。 
 

子
ど
も
学
科 

コミュニケーションを重視

したゼミﾅナールや教育課程の

スリム化、保育専門課程など新

設科目によって、学生にわかり

やすい実用的なカリキュラム

の作成ができている。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅱ－１． 
教育課程が体

系的に編成さ

れていること 

評
価
で
き
る
点 

健
康
福
祉
学
科 

介護福祉士養成課程を中心

として、それに関連する「アニ

マルセラピー」「美容法」「リラ

クゼーション」などの教養的、

応用的な科目で体系的に編成

されている点が評価できる。 

人
間
介
護
福
祉
学
科 

資格取得に必要な科目に加

え、福祉レクリエーションなど

の実用的な選択科目を要して

いる点が評価できる。 

今
後
の
課
題 

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

学士力と専門学校教育との

違いを明確に明示して、短期大

学ならではの教育に関するこ

と、たとえば、目指す教育と単

位認定の考え方などについて

広く広報することが必要では

ないかと思われる。 
 

特になし。 

子
ど
も
学
科 

選択科目の幅を広げて専門

性の充実を図ろうと体系的に

多くの選択科目を設置し努力

しているにも関わらず、受講生

の選択率は低いので、専門性と

選択支の意味を理解しやすい

ようなカリキュラム表の工夫

（たとえば、学生が分野別の分

類を理解し、分かりやすく見や

すい提示の方法等の工夫）が必

要ではないかと思われる。 
 

健
康
福
祉
学
科 

実習生を受け入れる施設の

条件にもよるが、「介護実習Ⅱ」

の時間数を介護実習全体の 1／
3 以上になるように「4 単位」

とすることが必要かと思われ

る。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅱ－２． 
教育課程が学

生の多様なニ

ーズに応える

ものになって

いること 

評
価
で
き
る
点 

全 

体 

共通科目があり、また学科間

で単位互換をし、他学科の授業

を修得しやすい状況にある点

は評価すべきところである。そ

の中でも、「ライフプランニン

グ」という共通科目は、全学必

修で、学長による建学の精神、

教育理念の説明に始まり、各学

科の基本となる、働くこと、子

育て、介護について、学ぶこと

ができる授業内容である。この

ように初年次教育としてのス

タイルが確立しているところ

が評価できる。 

全 

体 

カリキュラムの見直しを毎

年学科ごとにおこない、学生が

教育目標を達成しやすいよう

に創意工夫がなされている点

が評価できる。 

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

学生の多様なニーズに応え、

資格取得に対応したコースと

資格支援としての専門科目を

設置し、実に多くの実用的な資

格・検定取得が可能となってい

る点が評価できる。 

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科 

平成 19 (2007) 年から、キャ

リア支援強化に基づき必修科

目を減らし、学生の選択の幅を

広げた。日商簿記などは積み上

げ取得できるようになってい

る点が評価できる。 

子
ど
も
学
科 

社会で求められている保

育・子育てに対応するために配

置されている選択科目「保育者

論」「幼児教育史」「発達心理学

Ⅱ」「幼児理解の理論と方法」

「子育て支援論」「保育方法論」

「音楽Ⅱ」「造形Ⅱ」「体育Ⅱ」

等、教育学・心理学・基礎技能

系の科目に加えて特徴的な科

目として、『演劇ワークショッ

プ』『絵本論』『多文化保育』「多

文化保育演習」『自然環境と保

育』等、多様な科目を配置して

いることは評価できる。 

子
ど
も
学
科 

平成 22(2010)年から、個別指

導の充実に基づき全体のスリ

ム化を図っている。さらに、平

成 23(2011)度の養成課程改正

に向けて見直しをおこなった

点が評価できる。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅱ－２． 
教育課程が学

生の多様なニ

ーズに応える

ものになって

いること 

評
価
で
き
る
点 

健
康
福
祉
学
科 

専門科目は専任教員を中心

に配置し、選択科目は「陶芸体

験」「演劇ワークショップ」「基

礎メイクアップ」などの様々な

分野の兼任講師を配置して、学

生の多様なニーズに応えるも

のとなっている点が評価でき

る。 

人
間
介
護
福
祉
学
科 

平成 21(2009) 年、厚労省の

養成課程改正に基づき新カリ

キュラムへの移行をおこなっ

た。さらに、学生にわかりやす

く科目名称を変更した点が評

価できる。 

今
後
の
課
題 

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

学生のニーズに応えて多く

の科目が開講されているが、そ

の成果が見えてこない点が気

になる。学習の成果を重視し、

可視化する方法を検討するこ

とが望まれる。 

特になし。 
 

子
ど
も
学
科 

多様な科目を設置して教育

の充実を図ろうと選択科目が

開講されているが、選択率が低

く、単位取得率も低い科目も散

見されるので、選択率と単位取

得率アップを図ることが望ま

れる（単位設定と効果）。 

健
康
福
祉
学
科 

今後、介護福祉士資格取得に

国家試験の受験が必須になっ

てくることを考え、国家試験対

策の授業を教育課程に入れて

いくことを検討する必要があ

る。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅱ－３． 
授業内容、教

育方法及び評

価方法が学生

に明らかにさ

れていること 

評
価
で
き
る
点 

第三者評価で指摘された後、す

ぐに対応して FD 委員会を設立し

た点は改善に対する姿勢として評

価できる。また、より良い授業ア

ンケートを目指して、評価の方法

をいろいろと試行している点も素

晴らしい。その結果、現在授業を

受けている学生にフィードバック

するために、10 回目に実施しその

フィードバックがその授業内にで

きる点、結果が教職員をはじめ学

生も閲覧できる点は、大変評価で

きる。 

シラバスは全学科共通の書式で

作成され、内容も統一的に記載さ

れている。学生には入学時オリエ

ンテーションにて配布され、履修

登録は 1 年次に 2 年分を科目登録

し、半期終了ごとに修正すること

ができる。コンピュータ登録は、

高短キャンパスネットで行うこと

ができ、常に学生の利便性・効率

性の向上を図っている。 
また、GPA 導入により学生自身に

よる成績や単位取得状況の確認が

可能になっており、短大としては

先進的取り組みである。 

今
後
の
課
題 

シラバスの内容に時間外学習

や、授業で達成できる到達目標な

どの記載、および授業を受けるに

あたっての準備や事前学習等の情

報がなく、全体的に科目について

の情報が少ない。科目によるが、

授業計画の表現が毎回同じものが

あり、具体的に内容がつかめるも

のに統一すべきと思われる。また、

評価方法が示されているが、評価

の割合など、より具体的に明示す

ることが望まれる。 

特になし。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅱ－４． 
授業内容、教

育方法に改善

への努力がみ

られること 

評
価
で
き
る
点 

全 

体 

学生による授業評価アンケ

ートを実施し、FD 委員会と自

己点検委員会で検討し改善に

取組むと同時に教員に冊子を

配布していることは評価でき

る。また、各学科が、学科会議

で時間をかけて教授方法、教材

検討などについて、実質的な

FD 活動を行っている点も評価

できる。 

全 

体 

授業評価アンケートは平成

16(2004)年から継続実施して

いたが、平成 20(2008)年からは

専任以外の非常勤講師にも対

象を広げて、徹底している。 
自己点検評価委員会に FD 専門

部会を持ち、組織的に FD/SD
を推進している。平成 18(2006)
年からは FD 研修会を毎年実施

し、教職員全体の意識向上を図

っている点が素晴らしい。 

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

入学から卒業までの学生の

成長過程を一貫した指導とす

るために、科目別の改善に止ま

ることなく非常勤講師との連

携を持ち、学科の協議会等で情

報交換しながら指導し教育効

果を高めようとしている点が

評価できる。 

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科 

ほぼ全員に｢社会体験実習｣

をさせ、GP 採択による「キャ

リアカルテ」の導入や資格取得

支援「スキルアワード」制度に

よる意欲向上をおこなって、毎

年着実に改善改革を実施して

いる。 

子
ど
も
学
科 

子ども学科は3年制というこ

ともあって、学生間の学力の差

はみられるが、リーダーとなる

学生を育てるような学習環境

を向上させる改善努力の結果、

学生の授業受講姿勢としての

学習態度が前向きになり、学習

成果は元より、就職率向上にも

繋がっていることは、教員とし

ての指導集団体制が功を奏し

たことであり評価できる。 
また、ゼミ報を発行し、学習

の状況を全学年で共有してい

るところも評価できる。 

子
ど
も
学
科 

GP 採択による子育て支援プ

ロジェクトや新カリキュラム

の作業過程を FD として実施し

ている点が評価できる。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅱ－４． 
授業内容、教

育方法に改善

への努力がみ

られること 

評
価
で
き
る
点 

健
康
福
祉
学
科 

定期的に会議をもって、各教

員が他の教員の担当科目との

関連性を意識しながら教育を

行っている点が評価できる。 

人
間
介
護
福
祉
学
科 

学科プロジェクトによる施

設や地域との連携や学科研究

会での発表を積極的におこな

っている点が評価できる。 

今
後
の
課
題 

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

一貫した指導が目に見えて

理解できるよう指導に関する

仕組みを図式化し、学内外に提

示することと、効果が見えるよ

うな指標を持つと良いと思わ

れる。 

特になし。 

健
康
福
祉
学
科 

平成 21 年度から卒業要件と

資格要件を分離したことは評

価できるが、そのことによって

介護福祉士資格を取得する学

生が減らないように努力する

ことが課題である。 

◇教育の内容

についての特

記事項 

評
価
で
き
る
点 

名古屋産業大学との単位互換制

度がある点が評価できる。 
その他、教育環境として、利用

可能な自習室を限定し、放課後の

利用も教員がいる状況で利用さ

せ、管理を徹底している点は評価

できる。 
研修旅行制度においては、国際

的な人材育成をめざして、毎年オ

ーストラリアや東南アジアへの海

外研修を実施し、語学力の向上や

異文化理解に大きな成果を挙げて

いる。また、子ども学科では、「多

文化保育演習」の授業で海外保育

研修も実施している。これら一連

の取組みは社会のグローバル化に

伴う教育推進という観点から評価

できる。 

全 

体 

子ども学科とオフィス情報学

科では一部習熟度別授業を展開

し、学生の音楽の素養や出身高校

の教育課程に応じた対応をおこ

なっている。 

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科 

インターンシップとして長

年の地元企業との関係を構築

しており、ほぼ全員が体験学習

できる環境が整備されている。 
 

子
ど
も
学
科 

ピアノレッスンでは、進度別

のコース設定を学生自ら選択

して受講できるよう配慮して

いる。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

◇教育の内容

についての特

記事項 

今
後
の
課
題 

海外研修計画の長期的見通しを

持って異文化理解・語学研修・多

文化保育の実施計画（実施時期、

対象学年も含めて）を綿密化する

ことによって、より目的に見合う

効果が期待できるのではないかと

考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 

人
間
介
護
福
祉
学
科 

現在のところ、学生の能力や

習熟度に大きな差はないとし

ているが、昨今の基礎学力の低

下や社会人学生の増加による

差などが予想され、習熟度別対

応の必要性が高まっているた

め、個別対応以外にも何らかの

工夫が求められると思われる。 
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評価領域Ⅲ 「教育の実施体制」 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅲ－１． 
教員組織が整

備されている

こと 

評
価
で
き
る
点 

多様な学生に対応するために、

先生方が一致団結して対応してい

る様子が見られる点は評価でき

る。 

教員数は短大設置基準を満たし

ており、専任教員一人当たりの学

生数 18.5 人と適正である。採用も

原則公募制で、教授会申し合わせ

に基づき行われている。 

今
後
の
課
題 

高齢者の教員が比較的多い点

が、継続的に地域の教育を進めて

いくにあたって課題があると思わ

れる。また、専任教員が短期大学

設置基準で定める人数に限定され

ているので、余裕のある教員人数

とすることが課題である。 

教員の年齢構成は 40 歳以上で 8
割近くを占め、若手教員の割合を

増やすことが求められる。 
また、担当コマ基準 12 以上とな

っているが、数が下回る教員も散

見され、全体として統一を図る必

要性があると思われる。 
 

Ⅲ－２． 
教 育 環 境 が

整・活用され

ていること 

評
価
で
き
る
点 

授業コースにあった特別教室が

充実しているところは評価でき

る。また、総合ビジネス学科にお

いては、医療事務などは電子カル

テなどの扱いができるようなソフ

トウェアも導入し、より実践的な

教育を進められる環境を用意して

いるところが評価できる。さらに、

PC 教室が多くあり、それぞれの

PC を教室ごとに順次更新してい

く運用形態が計画的に進められて

いることは評価できる。 

設置基準よりも広大な面積を有

しゆとりがある。 
PC 教室 7：00 から 21：00 まで

開放され、ピアノ練習室も午前 9：
00から午後 9：00まで使用可能で、

学生に十分利用できるよう配慮し

ている。 
キャンパスネットが構築されて

おり、学外からも出欠・成績・求

人などのチェックが可能になって

いる上、全学生にメールボックス

を提供し、学生との連絡に活用さ

れている。 
キャリアカルテによる出席管理

システムとして、教室ごとに学生

証によるチェックができるように

なり効率化されている。 

今
後
の
課
題 

 特になし。 特になし。 



 

81 
 

 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅲ－３． 
図書館もしく

はセンター等

が整備されて

いること 

評
価
で
き
る
点 

評
価
で
き
る
点 

 

図書館の図書選定に当たり、熱

心な学生が直接書店に行って選ぶ

という直接選定作業が行われてい

る点が評価できる。また、学生リ

クエストの他、学生に直接選定作

業を依頼する試みを始められ、学

生による選書の仕組みがある点も

評価できる。 

和書を中心に 4 万冊以上の図書

を有し、授業と連動した工夫がな

され図書利用率が高い。また、実

習等での長期貸出しもおこなって

いる。創作コンクール（読書感想

文＋絵本、詩、パネルなど）も開

催し、年々学生の貸出冊数が増加

し大いに活用する工夫がなされて

いる。 

今
後
の
課
題 

書籍の選定、廃棄の手順は示さ

れているが、それを明文化した規

程を整備することが必要と思われ

る。 
更に整備すべきこととして、図

書の利用状況を日常的に把握する

体制を作り、またその結果を選書

等に繋がる流れを構築することが

望まれる。 

特になし。 

◇教育の実施

体制について

の特記事項 

評
価
で
き
る
点 

地元の尾張旭市と協定を結び、

地域住民に授業を公開している点

が評価できる。また、変化の激し

い情報に関する情報教育について

は、情報教育委員会を設置して教

育内容や方法について検討してい

ることは評価できる。 

子
ど
も
学
科 

「ブックバイキング（絵本の紹

介）」という学科独自の取組み

を行い、学生が身近に本に接す

る機会を作り出している。 

今
後
の
課
題 

 学生および教員のニーズ対応で

きるために、利用率の低さや高価

な購入予算を避けるためにも、近

隣の大学図書館との相互貸出の便

宜を図る体制作りを促進されるこ

とを期待したい。 

特になし。 
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評価領域Ⅳ 「教育の目標の達成と教育の効果」 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅳ－１． 
教育の達成へ

の努力がみら

れること 

評
価
で
き
る
点 

全 

体 

特になし。 

全 

体 

平成 22（2010）年から授業

評価アンケートを見直し、到達

目標に対する満足度に記載方

法を改善し、それ以外にも毎

年、2 年生に満足度調査を実施

し、その内容を反映させてい

る。また、GPA 導入による成

績指標により、客観的問題学生

の早期発見、授業放棄の減少を

可能にした結果、再試率が非常

に低くなったことが挙げられ

る 

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

ゼミナールが1年毎ではある

が、担当教員が２年次に変わる

のであれば、就職活動支援に空

白が生まれるという理由から、

2 年時のゼミナールを 1 年次の

10 月の大学祭の後、選択させて

いる点は、学生の状況を考えた

方法で評価できる。また、多様

な学生に対するニーズに応え

るため、多くの資格取得支援が

ある点も評価できる。 

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科 

卒業単位以上の 80 単位取得

を推奨し、キャリアカルテを活

用した各種資格取得に向けて

の指導体制が構築されており、

日商簿記 3 級合格にその成果

が表れている。 
 

子
ど
も
学
科 

 国家資格・教員免許取得に必

要な科目が多いために、社会的

責任を考慮して学内規程に則

り、厳正に評価し対処している

ことは評価できる。 
また、一定の科目の単位不足

の学生は実習に参加せず、その

後の補習教育を得てから実習

参加するという学内的にハー

ドルを設けている点も評価で

きる。 

子
ど
も
学
科 

学生の学習意欲を高めるた

め、子ども発見ノート、子ども

に関する新聞スクラップの活

用、付属園で見学実習、保育園

ボランティアなどに取り組ん

でいる。 

   
   



 

83 
 

 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅳ－１． 
教育の達成へ

の努力がみら

れること 

評
価
で
き
る
点 

健
康
福
祉
学
科 

平成 21 年度からの新カリキ

ュラム改正の施行時期で、指導

も複雑になるが、単位取得指導

の結果、退学者等を最小限に止

める努力が認められる点が評

価できる。 

人
間
介
護
福
祉
学
科 

ほぼ 100％資格取得できてお

り、指導体制の確立が認められ

る。 

今
後
の
課
題 

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

学生の多様性に対応するた

め、様々な資格が提示されてい

るが、個々の資格を見ると取得

者が少ない点が気になる。資格

支援の成果状況、あるいは学生

のニーズなど、少ない原因を分

析して支援のあり方を検討す

べきではないかと思われる。 
また、1 年次に退学する学生

が比較的多くあるが、ケアをど

のようにしているのか明示さ

れていない。ケアのあり方、あ

るいはそのケアが十分に行わ

れたという過程を示す工夫が

必要と思われる。 

オ
フ
ィ
ス
情
報
学
科 

教育課程で取得できる4つの

資格のうち、２級メディカルク

ラークをやめ医療事務管理士

に移行したといういうとであ

るが、平成 23(2011)年度から名

称変更したオフィス人材とし

ていかなる資格が求められる

か整理することも必要かと思

われる。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅳ－１． 
教育の達成へ

の努力がみら

れること 

今
後
の
課
題 

子
ど
も
学
科 

平成 21 年度卒業生では、選

択科目であっても単位取得率

（不可率が 60％以上の 5 科目）

が低い科目は取得率と教育内

容・指導の関係性を再検討され

るべきではないかと考える。平

成 21 年度で 3 年制の完成年度

を迎え、新たに平成 22 年度は

定員も 100 名から 60 名に変更

し教育の質を高める方向で、カ

リキュラムでは開講科目の閉

講等の改善がされているが、特

に平成 21 年度「インターンシ

ップ」の単位取得者が 1 名（10
名履修中 10％合格、不可率

90％）である点は課題と思われ

る。 

子
ど
も
学
科 

特になし。 

健
康
福
祉
学
科 

社会福祉主事任用資格を全

員に取得させるよう、「教育課

程により取得可能な資格」にす

ることを検討されたい。また、

「カラーセラピー」が履修者 5
名全員不可、「介護技術（災害

時介護）」履修者 5 名中 4 名不

可となっている点は課題と思

われる。 

人
間
介
護
福
祉
学
科 

特になし。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅳ－２． 
学生の卒業評

価への取組み

の努力がみら

れること 

評
価
で
き
る
点 

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

 特になし。 毎年、就職先からの調査を訪問

等により実施している。平成

21(2009)年度には、卒後 3 年間の

満足度調査と、就職先による能力

評価を実施して概ね高い評価を受

けている。就職率は全学科ともに

高く、特に専門就職比率が高い点

は、求人開拓職員がいることもあ

るが全学体制での努力の表れと推

察できる。 
キャリアカルテに基づく、全学

一体となった体制が構築されてお

り、FD/SD とともに好循環を形成

している。また、同窓会を通じて

一体感の形成に努め、同窓会生を

スタッフとし年 1 回会報発行を行

い、研究センターの便りなどを通

じて、広く教育活動内容を報告し

ている点が評価できる。 

子
ど
も
学
科 

学生の就職先への思い（希

望・期待）と実際の状況の違い

による就職のミスマッチが生

じた際は、ゼミ教員が学生との

コミュニケーションを深める

等、きめ細やかな相談に応じ、

学生の現状に即した指導を重

ねて卒業評価を高める努力を

していることは評価できる。 

健
康
福
祉
学
科 

平成 21 年度に完成年度を迎

え、初めての卒業生を輩出した

ところであるが、進路先を訪問

して評価を聞くなどの努力を

している点が評価できる。 
 



 

86 
 

 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅳ－２． 
学生の卒業評

価への取組み

の努力がみら

れること． 

今
後
の
課
題 

全 

体 

卒業生評価については、感覚

的な表現で示されている。やは

り、具体的な数値で得られ、客

観的に成果がわかるような数

値を得る取組が必要ではない

かと思われる。 

就職先からの評価として学長も

記述されているように、「考える

力」「コミュニケーション力」「職

業人意識」については良い評価と

は言い難く、近年の学生気質や環

境からの影響も大いにあると考え

られ、両短大のみならず全体的課

題とも思われる。 
 

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

学科には 6つのコース別教育

を実施しているが、卒業時にそ

れらのコースを活かした就職

と教育の成果が判断できる仕

組みづくりが必要だと思われ

る。そのことがコース教育の推

進に繋がると考えられる。 

子
ど
も
学
科 

就職先へのアンケート等を

実施して、具体的な状況把握を

する必要があるのではないか。

そのことで、更に効果的な対

策・改善につながるのではない

かと思われる。 

健
康
福
祉
学
科 

今後卒業生が増加していく

中で、介護の仕事が長く続けら

れるよう、卒業生に対する職場

の評価を参考にして、在学生の

指導に活かしていくことが課

題となると考えられる。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

◇教育目標の

達成度と教育

の効果につい

ての特記事項 

評
価
で
き
る
点 

学長宛ての投書箱が設置されて

いることや、学生が学長研究室に

直接ノックできる状況にあるこ

と、そして学長が全学生とゼミ単

位で昼食会をもっていることは、

学生と教員との間が近く、信頼関

係が構築されていると感じられ大

変評価できる。 

特になし。 

今
後
の
課
題 

実務に強い学生の伝統と言われ

ているが、その評価がどれくらい

確かであるのかを確認するため

に、卒業生、卒業生の就職先への

アンケート等による評価を得る取

り組みを実施することが期待され

る。 
 
 

特になし。 
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評価領域Ⅴ 「学生支援」 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅴ－１． 
入学に関する

支援が行われ

ていること 

評
価
で
き
る
点 

入試に関する事務体制が整えら

れており、広報活動も積極的であ

る点が評価できる。特別、公募、

自己推薦など多様な入試が行われ

ている点が評価できる。 
また、入試広報の観点からは、

学生企画の「入試広報通信」の活

動は、学生の学習成果を披露する

機会や様々な体験活動を増やす意

味で評価できる。 

学苑要覧・短大入学案内に加え、

学科ごとにリーフレットを作成し

て、ホームページも含めて十二分

に広報活動を展開している。また、

最寄り駅の時刻表にも名称を掲載

されている。 
入学時のオリエンテーションに

加え、宿泊研修もおこない親睦に

努めている。さらに、入学生全員

に本山参拝を教職員とともに実施

し、建学の精神を学ぶ機会を提供

している。 
 また、模擬授業や体験コーナー

などオープンキャンパスにおいて 
も工夫をこらしている。 

今
後
の
課
題 

入学時のオリエンテーションに

おいて、短期大学士の「学位」に

ついても説明をすることが必要で

ある。 
短期大学は、学位授与機関であ

り、専門学校との違いを明確に示

すことが必要と感じられる。建学

の精神「職業教育を通して社会で

活躍できる人材育成」から、母体

がそうであるように専門学校的な

印象をもつが、短期大学士という

学士力育成という点を全学的に示

されると良いと思われる。 
なお、早急の改善事項としては、

入学定員を割っている点であり、

今後に期待するところである。 
 

短大全般に言えることだが、学

生の「短大離れ」の傾向が顕著で

ある。入学生確保に向け、今後も

ひきつづき精力的な活動が必要と

思われる。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅴ－２． 
学生支援が組

織的に行われ

ていること 

評
価
で
き
る
点 

各学科とも学力不足、成績不良

の学生および希望する学生に対す

る個別指導が積極的になされてい

る点が評価できる。 

学科ごとのシラバスや独自のス

キルアップノート、ガイドブック

が作成されており、入学時 2 年間

の履修計画を作成し、それに基づ

き年度ごとに高短キャンパスネッ

トで登録でき便利になっている。 
万一、休学する場合には、届け

は年度内処理を原則とし、学期開

始前に申請する仕組みで学納金等

の処理を適正に実施できるように

している。 

今
後
の
課
題 

特になし。 特になし。 

Ⅴ－３． 
学生生活支援

体制が整備さ

れていること 

評
価
で
き
る
点 

前述したが、学長宛ての投書箱

が設置されていることや、学生が

学長研究室に直接ノックできる状

況にあること、そして学長が全学

生とゼミ単位で昼食会をもってい

ることは、学生と教員との間が近

く、信頼関係が構築されていると

感じられ大変評価できる。 

学務委員会を中心に、セクハ

ラ・個人情報に関する委員会も設

置され、学生の保護に努めている。   
また、保健室には専任職員が常

駐し、学生相談室には教員および

外部カウンセラーが交代で支援す

る体制やカウンセリング運営委員

会も設置されており、退学防止に

効果を発揮している。 
学生自治会において、クラブ活

動で優秀な学生を内規に基づき表

彰し、仏教行事の他、地域の安全

活動「セーフティ高田」や学年全

体のスポーツ祭を実施し学生生活

を豊かにする支援をおこなってい

る。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅴ－３． 
学生生活 支

援体制が 整

備されて い

ること 

評
価
で
き
る
点 

特になし。 さらに、平成 22(2010)年からは

周辺駅から短大への直通バスを運

行し、学生駐車場も無料化するな

ど、学生への利便性向上を図って

いる。資金面での支援として特筆

すべきは、短大独自の介護福祉士

就労予定者奨学金を創設し、人間

介護福祉学科の全員の学生が支援

を受けられる点である。定員割れ

が起きている学科における定員確

保への取り組みとして評価でき

る。 

今
後
の
課
題 

今後、様々な問題を抱える学生

が増加すると考えられるので、そ

の状況を見ながら、カウンセリン

グの時間数を増やす必要があると

思われる。 

メンタル面で問題を抱えている

多様な学生の入学が今後も予想さ

れるので、引き続き諸問題に対応

できる体制づくりが求められる。 

Ⅴ－４． 
進路支援 が

行われて い

ること 

評
価
で
き
る
点 

就職率が 95％以上あり、その努

力が評価できる。特に、総合ビジ

ネス学科の就職率 90％は、現在の

社会情勢から見て、良い数値であ

る。 

キャリアカルテによる求人情報

のデータベース化が構築されてお

り、外部にいても学生が自由に閲

覧できる。また、携帯電話を使用

した求人情報の提供もおこなわ

れ、これらが高い就職率に結びつ

いていると思われる。 
教員と事務局が連携し、きめ細

かい支援を行うことにより、成果

を上げている。 

今
後
の
課
題 

子ども学科 3 年制の成果をどの

ように高いレベルの就職に結びつ

けていくかが課題である。 
また、現在の社会状況は大変厳

しい就職環境であるが、総合ビジ

ネス学科の更なる就職率向上を期

待したい。 

就職率の面では問題点はない

が、あえて言えば、就職後の定着。

保育職は離職率が高く、それ以外

の業種でもミスマッチによる早期

退職者を防ぐためのさらなる努

力・工夫が必要かと思われる。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅴ－５． 
多様な学生に

対する特別な

支援が行われ

ていること 

評
価
で
き
る
点 

留学生相談室が設置されてい

て、中国籍の非常勤職員が相談に

当たっており、留学生に安心感を

与えている点が評価できる。 

近年留学生、社会人学生も増え、

外国人には留学生支援センターを

開設し下宿の斡旋や学習奨励金や

授業料の減免等、様々な支援を行

っている。 
 

今
後
の
課
題 

今後、中国以外の留学生や社会

人の学生への支援も必要となって

くると考えられる。 
 
 

生涯教育の観点から、社会人学

生への何らかの減免措置があると

望ましい。 

◇学生支援に

ついての特記

事項 

評
価
で
き
る
点 

「絆プロジェクト」や名古屋経営

短期大学学業奨励金規定による

「菊武学園 学園長賞」などによ

り、積極的に学生支援を行ってい

る点が評価できる。 
また、緊急学生支援体制として、

就職が決まっているのに、学費が

払えない学生に、卒業後返却義務

を負う奨学金である「応急奨学金

の制度」は、評価できる。その他、

学生の表彰制度としての「学園長

賞」は評価できる。 
 

学生表彰制度「スキルアワード」

の取り組みは、学生のモチベーシ

ョンをあげるために効果的であり

評価できる。 

今
後
の
課
題 

特になし。 
 
 
 
 

特になし。 
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評価領域Ⅵ 「研究」 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅵ－１． 
教員の研究活

動が展開され

ていること 

評
価
で
き
る
点 

子ども学科の「とも育ち保育入

門」や健康福祉学科の「孤独死」

に関する研究など、各学科の共同

研究が積極的に行われている点が

評価できる。 

短大紀要以外に、各学科年報、

研究センター紀要を発行してお

り、投稿制限はなく研究発表の機

会が作られている。 
また、毎年学内プロジェクトを

募集し、GP（文部科学省：特色あ

る大学教育支援プロブラム）や三

重県助成金等の外部資金の獲得に

努め、学内のみならず学外での共

同研究が盛んに行われている。教

員は学科ごとのプロジェクトに参

画し学生や地域を巻き込んだ活動

が積極的に展開されている。 

今
後
の
課
題 

教員の研究業績については、現

実的に研究業績が非常に多い教員

がいる一方で、全く研究業績がな

い教員もおり、研究業績を平均的

に高めていくことが課題である。  
今後、教員が研究を進めやすい

研究環境や業績を発表できる機会

を設けるなどして改善されること

を期待する。 

特になし。 

Ⅵ－２． 
研究活動の活

性化のための

条件整備が行

われているこ

と 

評
価
で
き
る
点 

教員の研究を掲載している紀要

を学生にも配布していることで、

教育と研究の関係が密接になり、

研究が活性化される点が評価でき

る。 
海外研修についても毎年積極的

に実施されている点が評価でき

る。 

教員は週 4 日勤務し研修日を 1
日与えられており、捺印方式で出

勤確認をおこなっている。 
平成 22(2010)年からは、研究費

を助成手当という形で一括口座に

振込む方式に変更し、教職員の事

務作業を軽減させた。 
研究室の電話は、学外への転送

設定が可能で、自宅待機期間や実

習期間における学生や外部との交

渉等職員の手間を省き、利便性に

寄与している。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 
Ⅵ－２． 
研究活動の活

性化のための

条件整備が行

われているこ

と 

今
後
の
課
題 

大学の研究紀要は様々な分野の

論文を掲載するので、その査読は

難しいが、内容のある査読体制を

確立していくことが課題である。 

特になし。 

◇研究につい

ての特記事項 

評
価
で
き
る
点 

特になし。 学科年報のさらなる充実を期待

する。 
 
 
 

今
後
の
課
題 

外部研究資金を獲得して、研究

活動の促進を図ることが課題であ

る。その方法は、大学全体・学科

単位・研究有志グル―プ・個人研

究等、あらゆる機会を有効的に利

用する体制づくりも期待される。 
 

特になし。 
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評価領域Ⅶ 「社会活動」 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅶ－１． 
社会的活動へ

の取組みが推

進されている

こと 

評
価
で
き
る
点 

短大全体としての公開講座の

他、「保育講演会」や「健康・介護

講座」など、各学科でも公開講座

を実施して、積極的に取組みが推

進されている点が評価できる。 
地元尾張旭市と連携した講座を

長年継続して実施している点は、

地域の教育拠点としての短大とし

て評価できる。 

仏教系の学苑の特徴を活かし、

仏教文化研究センター、育児文化

研究センターという 2 つのセンタ

ーを持ち、継続して地域社会への

貢献をおこない、科目等履修生を

積極的に受け入れ、生涯学習に力

を入れている点は評価できる。 
また、学科独自のプロジェクト

を通じて、毎年様々な企画を起こ

して実施している。 
さらに、地元津市との防災備蓄

の連携（備蓄所提供、避難所に学

校指定）をおこない、地域に貢献

している。 

今
後
の
課
題 

各講座がパターン化してしまわ

ないように、絶えず参加者のニー

ズを把握して、活性化させていく

ことが課題となる。 
 

特になし。 

Ⅶ－２． 
学生の社会的

活動を促進し

ていること 

評
価
で
き
る
点 

子ども学科と健康福祉学科でボ

ランティア活動が積極的であり、  
また子ども学科と総合ビジネス

学科ではカリキュラムに「ボラン

ティア論」を設けている点が評価

できる。 
 

全学的にボランティアを積極的

に推進し、ボランティア活動支援

室を置いてその支援をおこなって

いる。学生による地域の安全確保

活動(セーフティー高田)、子育て

支援ボランティア、情報ボランテ

ィア、福祉施設ボランティア等を

通じて多くの学生が活動に参加し

ており、支援体制も充実している

といえる。 

今
後
の
課
題 

健康福祉学科にも「ボランティ

ア論」が設置されると、3 学科共通

の社会的活動の科目となるので、

検討されることを期待する。 

特になし。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅶ－３． 
国際交流・協

力への取組み

の努力がみら

れること 

評
価
で
き
る
点 

教員が積極的に国際会議に出席

している点が評価できる。 
カリキュラムに海外英語研修の

科目を組み入れ、オーストラリア

への海外英語研修、オーストラリ

アからの日本訪問研修、友好交流

協定を結ぶ中国鎮江市高等専門学

校との交流を定期的に行ってい

る。 
また、教員の学術交流や現地調査

等も精力的に行われている。 

今
後
の
課
題 

一部の教員だけでなく、教員全

体として取り組んでいくことが課

題である。 

経済状況の悪化等もあり、中国

鎮江市高等専門学校との留学生に

関する具体的進展が見られないま

ま、現在に至っている点が残念で

ある。 
また、教員の過去 4 カ年の活動

実績をみると、特定の教員に集中

しているような印象を受けた。今

後はより多くの教員が活動するこ

とを期待したい。 

◇社会的活動

についての特

記事項 

評
価
で
き
る
点 

平成21年度に学生支援推進プロ

グラムが採択され、それを実施し

成果をあげている点は評価でき

る。 
また、環境ビジネス学部を持つ名

古 屋 産 業 大 学 が主 体となり、

『ISO14001』を取得して、大学全

体として資源消費の抑制と廃棄物

減量に取り組んでいる点が評価で

きる。 

学科の特性を活かした様々なイ

ベントを企画し、地域に根付いた

活動を継続的に行っている。 

今
後
の
課
題 

特になし。 
 
 
 

上記の成果を上げて、より地域

に根付いた活動を継続する為の経

済的バックアップを期待したい。 
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評価領域Ⅷ 「管理運営」 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅷ－１． 
理事会等の学

校法人の管理

運営体制が確

立しているこ

と 

評
価
で
き
る
点 

理事長以下10人の常任理事会及

び理事長を含む所属長懇談会がそ

れぞれ毎月開催され、適正に管理

運営を行っている点が評価でき

る。 
また、「所属長懇談会」等により

日頃から管理運営についての話し

合いの場があり、理事会にも反映

されている点が評価できる。 

適切な管理運営のために、学長、

事務局長と常に連携をとってお

り、また重要事項について理事会

への諮問、審議事項としている。

法人としての管理運営体制は確立

していると評価できる。 

今
後
の
課
題 

 特になし。 
 
 
 
 

特になし。 

Ⅷ－２．教授

会の短期大学

の運営体制が

確立している

こと 

評
価
で
き
る
点 

教授会はほとんど欠席者もな

く、毎月開催されており、各委員

会も適正に運営されており、評価

できる。 
なお、教授会には教員全員が構

成員となっていることから教授会

における議案の決議内容、報告内

容の個々の理解度に差が無く、そ

の場で修正を加えることができ、

時間的な無駄が無く、円滑な運営

ができる体制が評価できる。 
 

規程に基づき適切な教授会運営

がなされている。また、課長職以

上も構成員とし、事務局との連携

についても配慮がなされている。 

今
後
の
課
題 

職員にも積極的に発言できる機

会を作り、さらなる活性化を図る

ことが課題であると思われる。 

特になし。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅷ－３． 
事務組織が整

備されている

こと 

評
価
で
き
る
点 

学生サービス、教育研究および

地域貢献を支援する観点からきめ

細かく担当部課が配置されてい

る。決して事務側の独断でなく、

教員とのコミュニケーション等に

より協働体制が図れていることが

評価できる。 

事務分掌にそった役割分担がな

されており適切に運営されてい

る。「原則正職員で」という姿勢が、

事務局の強化につながっていると

評価できる。 
防災や情報保護についても配慮

がなされている。 

今
後
の
課
題 

特になし。 
 
 
 

特になし。 

Ⅷ－４． 
人事管理が適

切に行われて

いること 

評
価
で
き
る
点 

教員と事務職員との意思疎通が

図れるよう努力されている点が評

価できる。 
職員人事については、法人全体

で仕事の習熟度・適正・経験年数・

仕事の密度・人数配置年齢構成等

を勘案しながら採用、異動が行わ

れている点が評価できる。 

週休 2 日を確保し、週 40 時間を

超えないよう配慮がなされてい

る。 

今
後
の
課
題 

学科によっては、教員構成の見

直しが課題である。 
自己点検・評価報告書に「教員

と職員の職務関係については曖昧

な部分もある」と記述があった。

今後も課題の改善に向けて努力が

必要といえる。 

◇管理運営に

ついての特記 
事項 
 

今
後
の
課
題 

学長が出席すべきルールとなっ

ているが、学長が欠席して教授会

が開かれたこともあったり、図書

の廃棄、選定ルール、FD 委員会、

相互評価等の実施規程、ALO 専任

手続きルールなどが明文化されて

いないこともあったりする。 
運営上、実質問題がなくとも、

規則の整備とその遵守精神は必要

であり、今後の改善が必要と考え

る。 

特になし。 
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評価領域Ⅸ「財務」 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅸ－１． 
財務運営が適

切に行われて

いること 

評
価
で
き
る
点 

学園全体で中・長期計画が策定

され、規程に基づき、極めて組織

的に編成されており、支出を極力

抑えるなど節減に努め、適正に執

行されている。 
金融資産管理においても格付等

を基に元本毀損リスクを避ける方

針を立てている点が評価できる。 

法人事務局で事業計画を策定

し、規程に基づき事務決裁処理が

なされている。 

今
後
の
課
題 

消費支出超過額を抑制し、安定

した収入源の確保が今後の課題で

ある。 

特になし。 

Ⅸ－２． 
財務体質が健

全であること 

評
価
で
き
る
点 

財務状況について、広報紙およ

びホームページで公開しているこ

とは評価できる。 

添付書類の確認したところで

は、特に問題点はなかった。また

情報公開という点でも、収支計算

書や財産目録をホームページにて

公開しており、評価できる。 

今
後
の
課
題 

学納金等収入財源の確保が課題

である。 
特になし。 

Ⅸ－３． 
短期大学に必

要な施設設備

が整備され、

その管理が適

切に行われて

いること  

評
価
で
き
る
点 

関連規程が整備され、管理体制

が確立されている。特に学校法人

と し て は 全 国 的 に も 珍 し い

『ISO14001』を取得し、省エネお

よび地球環境保全に取り組んでい

ることが評価できる。 

災害対策や、情報セキュリティ

ーに細心の注意を払っている点が

評価できる。 
また、警察と共同した護身術講

習も面白い試みである。 

今
後
の
課
題 

 特になし。 
 
 
 
 

特になし。 
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評価領域Ⅹ「改革・改善」 

評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅹ－１． 
自己点検・評

価活動の実施

体制が確立し

ていること 

評
価
で
き
る
点 

計画的に評価活動を進めている

点は評価できる。 
自己点検・評価委員会は、各委 

員会、学科センター、事務局の長

から構成され、毎年『年次報告書』

を各部署が学長に提出し、3～4 年

ごとにまとめて自己点検・評価報

告書を作成しホームページにも掲

載され、組織的に確実に行われて

いる。 
また、その結果を改善事項とし

て次年度以降に反映させている点

も多いことは評価できる。 
 

今
後
の
課
題 

ALO 専任手続き、相互評価、外

部評価、第三者評価などの規程を

明文化する必要があると思われ

る。また FD 委員会と自己点検評

価委員会の役割を明確化する必要

があると思われる。 
 

特になし。 

Ⅹ－２． 
改革・改善の

ためのシステ

ム構築への努

力がみられる

こと 

評
価
で
き
る
点 

FD 委員会の設置など、前回の第

三者評価での指摘事項を積極的に

改善しており、評価できる。 
第三者評価後、FD 委員会を設置

し、授業評価活動を進めている点

は評価できる。 

自己点検・評価を全教職員で実

施し、毎年 FD/SD 研修会をおこな

い、全学共通の課題として取り組

んでいる。その積み上げがきちん

となされ、全学的共通認識ができ

ている。 

今
後
の
課
題 

FD 委員会は、授業評価活動を進

めているが、本格的な FD 活動を

進めていくために、FD 委員会の活

動をさらに広げるとともに、自己

点検・評価委員会との関係も明確

にする等、更なる改革・改善が望

まれる。 
また、毎年の学内の活動を自己

点検して何かの形で記録する必要

があると思われる。 

特になし。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

Ⅹ－３． 
相互評価（独

自に行う外部

評価を含む）

への取組みに

努力している

こと  

評
価
で
き
る
点 

高田短期大学（本学）との相互

評価を積極的に計画し、実施に当

たっても様々な配慮が見られ、評

価できる。 
そして、率先して、相互評価を

始めようとした姿勢は評価でき

る。 

平成 11(1999)年の足利短大との

相互評価を受けて、建学の精神の

周知徹底のための行事開催の工夫

や参加率の向上、教育過程の見直

しをおこない、平成 11(1999)年の

外部評価をうけてシラバスの改

善、カリキュラムの再編等があり、

自己点検・評価および第三者評価

によって着実に進展させている。

そのための組織づくり・人づくり

をきちんとおこない、全学体制を

作り上げている。 
 

今
後
の
課
題 

学生の活用度および学外の認知

度の向上のための更なる施策が課

題である。 
 

平成 21 年度に、名古屋経営短期

大学と相互評価の協定を締結し、

平成 22，23 年度に相互評価を実施

した。成果が出るのはこれからだ

が、評価しあうことで、互いに勉

強になり、プラスの効果が期待で

きる。 
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評価項目 
高田短期大学から 

名古屋経営短期大の評価 
名古屋経営短期大から 

高田短期大学への評価 

◇改革・改善

についての特

記事項 

評
価
で
き
る
点 

学生の資格取得を向上させるた

めに、3 学科の連携教育（選択科目

の相互履修）カリキュラムを編成

し、職業訓練生の受け入れや高大

連携等、社会のニーズに応えよう

とする計画は、常に前進的努力姿

勢として評価でき、益々期待され

るところである。 

全学挙げて改革改善に向けて

様々な取組がなされていることに

は目を見張るものがある。 
特に、学長主導とはいえ教員評

価システムを導入し、学長面談に

おいて①教育（授業持ちコマ・評

価する学生の人数・校内運営）＋

②分野の貢献（論文・研究発表・

学会運営）＋③社会貢献（公開講

座・校外委員会）＋④私が力を発

揮したこと（自由記入）の 4 点か

ら自己評価するようなシステムを

導入し、短大としては先進的な取

組みであり、数値等による客観的

評価を実践する試みを始めてい

る。 
また、「学生生活改善のためのア

ンケート」を実施し、結果を公表

している。 
さらに、FD/SD 委員会の活動を通

じ、教職員の能力向上に努めてい

る点で評価が高い。 
 
 
 

今
後
の
課
題 

 教職員の自己省察や今後の改

革・改善意識を高めるための研修

会企画等、全教職員で取り組む体

制づくりが必要と思われるので、

更なる改革・改善方策を講じるこ

とが期待される。 
 
 
 
 

教員評価システムは導入後も毎

年改善されているが、評価者によ

るばらつきを無くし、今後はその

評価に応じた成果をいかに上げて

いくかが問われている。 
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８．相互評価関係資料一覧 
高田短大への公開資料（平成19～21年度） 名古屋経営短大への公開資料（平成19～22年度） 

名古屋経営短期大学憲章（学生便覧/表紙裏） 学苑要覧/仏教のしおり 

学生便覧（平成21年度入学生用） 学生便覧（平成23年度入学生用） 

シラバス平成22（2010）年度 各学科シラバス（平成16,17,18,19年度） 

KEIEITAN Guide book 2011 子ども学科教育ヴァージョンアップ構想図 

オフィス情報学科skill upチャレンジノート 

学生による授業評価アンケート 

（平成19年～平成21年度） 

学生による授業評価アンケート報告書 

（平成19年～平成22年度） 

短大規定集 高田短期大学校務運営に関する細則 

学科別担当授業科目一覧 教員個人調書・研究業績書 

学生カルテ、学籍簿、学生個票 高田短期大学職務分担表 

授業評価シート 授業アンケート用紙 

平成22年度学生募集要項 新入生職泊研修のしおり 

平成22(2010)年度入学手続き案内 平成24 (201２)年度学生募集要項 

平成21（2009）年学科別進路一覧 平成24 (201２)年度入学案内 

（各学科紹介リーフレットを含む） 

教員個人調書・研究業績書 学務関係調書/進路関係調書 

名古屋経営短期大学研究紀要49.50.51号 平成22（2010）年学科別進路一覧 

平成22年シニア・社会人入学試験学生募集要項 教員個人調書・研究業績書 

学校法人菊武学園寄附行為 高田短期大学紀要25,26,27,28,29号 

名古屋経営短期大学学則 高田短期大学コミニュティカレッジ案内 

科目等履修要項 

理事・監事・評議員名簿 学校法人高田学苑寄付行為 

平成21年度理事会議事録 高田短期大学学則 

収支計算書の概要（平成19年度～平成21年度） 理事・監事・評議員名簿 

平成21年度末の貸借対照表 平成22年度理事会議事録 

財産目録及び計算書類(平成19年～21年度) 収支計算書の概要（平成19年度～平成22年度） 

平成15～17年度自己点検・評価報告書 平成22年度末の貸借対照表 

菊武学園規定集 財産目録及び計算書類(平成19～22年度) 

教員著書 平成8,11,14,17年発刊自己点検・評価報告書 

子ども学研究論集（子育て環境支援研究センタ

ー）/けんこうふくし（健康福祉研究会）/環境経営

研究所年報（名古屋産業大学・名古屋経営短期

大学 環境経営研究所） 

組織関係規程集 

高田短期大学付属図書館資料収集・管理規程 

その他：育児文化センター研究紀要/育児文化研

究センター講座一覧/子ども学科年報/人間介護

福祉学科年報/オフィス情報学科年報/ 
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９．自己点検・評価委員長総括評価 
 

総括評価：高田短期大学との相互評価を終えて 
 

                    名古屋経営短期大学 
自己点検・評価委員長 上田 智子 

 
 平成 19（2007）年度から平成 21（2009）年度にわたる「自己点検・評価報告書」を基

に、三重県津市の高田短期大学と相互評価を実施した。本学はその前年度の調整が整わず、

1 年後にようやく相手校として高田短大と相互評価の合意にこぎつけ、折しも同じ学科構

成の短大同士となり、願ってもない相互評価となった。名古屋経営短期大学は平成 25
（2013）年度の第三者評価に向けて、高田短期大学は平成 19（2007）年度に第三者評価

を終えての中間評価として、互いに意義ある相互評価となったものと推察する。 
 
 特に本校にとっては、先に第三者評価を受けていた高田短期大学への訪問や「自己点検・

評価報告書」は、来るべき平成 25 年度の第三者評価にとって大いに勉強になり、実りあ

るものであった。学科構成も同じことから、かなり具体的な内容の評価ができるうえ、互

いの長所短所も見えやすく、訪問時に充実した質疑応答が可能になったと思われる。 
自己点検・評価を行う上では、それぞれの部署や学科がおのれを客観的に見つめること

ができ、自己評価によってあらためて認識したり、理解できたりした。その上で、相互評

価を受けることにより、自らは気づかない点や当たり前に考えていた点が浮き彫りになり、

反省したり、あるいは確信を得たりした。具体的には、菊武学園の理念「愛情教育」と 60
年の歴史、社会的実践力を目標にした各学科理念や教育目標の再認識、短大憲章を作り上

げたこと、全学的 ISO の取り組みによる環境教育である。課題としては、シラバスを含め

た提示の仕方や総合ビジネス学科のコース別教育と就職先との関連、定員充足の達成とい

う点があらためて確認できた。 
そして、相手校を訪問評価する段階では、同じ短大といえどもその相違点に感心し、自

らを顧みて比較し、学びを得た。高田短大は、仏教精神の「やわらか心」を理念として学

苑全体への浸透を図り、その精神が学生への個別対応やキャリア支援等にも活かされてい

た。さらに、学苑組織をまとめ強固な基盤を形成しており、現状に甘んずることなく毎年

改善改革を行って前進し続けている。また、各種プロジェクトや地域貢献も積極的に実施

されており、その前向きな姿勢や取組みは大いに参考となった。 
相互評価は相手校との良い交流のきっかけにもなり、互いに励ましあい切磋琢磨する機

会を経て、次の第三者評価へのステップにしたい。 
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総括評価：名古屋経営短期大学との相互評価を終えて 
 

                 高田短期大学 
自己点検・評価委員長 三宅 啓子 

 
 名古屋経営短期大学と高田短期大学は平成 22（2010）年度から平成 23（2011）年度

にわたって相互評価を実施した。その手法は、第三者評価用の「自己点検・評価報告書作

成マニュアル」に沿って作成した両短期大学の「自己点検・評価報告書」に基づき、「短期

大学評価基準」を取り入れて実施した。短期大学第三者評価の基本方針とその精神が「ピ

ュアの精神」であることから、評価会議でもその精神を基本理念にして闊達な会議がなさ

れた。なお、相互評価日程が 2 年にわたる計画から、名古屋経営短期大学は「平成 19 年

～21 年度自己点検・評価報告書」を作成し、高田短期大学は「平成 19 年度～平成 22 年

度自己点検・評価報告書」を作成してお互いに相互会議を 2 回実施した。具体的には、平

成 21 年 9 月に「相互評価協定書」の締結を行い、その後、平成 22 年度と平成 23 年に「自

己点検・評価報告書」及び関係資料の交換と資料公開をして検討した。今回新たに作成し

た名古屋経営短期大学・高田短期大学「相互報告書」の主な内容は、相互に「質疑応答票」

「相互評価票―領域別評価」を行い、評価できる点・今後の課題を検討したものである。 
名古屋経営短期大学は平成 25（2013）年度に、高田短期大学は平成 26（2014）年度に

短期大学基準協会の第三者評価を受ける予定であり、本相互評価の結果を十分生かして改

革・改善したいと考えている。 
相互評価を実施した結果、名古屋経営短期大学についての簡単な総括をさせていただく。 

建学の精神は、大学教育と経営の根幹をなすもので、それは大学の創設・設置者の教育

理念・教育目的・目標、つまり目指す教育の基盤である。そういったことから、菊武学園

の名古屋経営短期大学は、創設以来の精神を貫いて「職業教育を通じて豊かな人間性と技

術を育み、社会に貢献し、社会とともに幸せな生活を営むことの人材を育成する」教育理

念に基づいて、きめ細やかな教育実践をしている。教職員の志は「学生が主人公」「面倒見

の良い大学」「自立した学生」等具体的な目標を定めて日々実践されている。多様な学生を

受け入れ、社会に巣立つ若者（学生）が多くの資格・免許を取得できるような教育工夫と

カリキュラムが構築され、その取得に向けての教育体制と環境構成及び、教員のサポート

体制が充実している。各学科とも、常に地道で前向きな取り組みを重ねることによって、

時代に即応するような改善・改革がなされている。 
今後の課題としては、カリキュラムで多くの選択科目が設置されて教育環境が準備され

ていることへの学生の主体的な取り組み姿勢の意識付け・教育と学生の単位取得率の更な

る向上が望まれる。また、総合ビジネス学科のコース別教育の特長と実際の教育効果の検

討も必要であろう。さらに、国際化教育の更なる拡充とともに教育の質の保障に向けての

継続的な努力も要することは、両短大の共通の課題であることも確認した。 
この相互評価によって、本学にとっても大変貴重な成果を得ることができ、心より感謝

申し上げる次第である。両校の更なる友好と交流を期待し、お互いの発展を祈念したい。 
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10. 評価日程 
  

名古屋経営短期大学と高田短期大学の相互評価日程 

   

平成２１（2009）年 ６月  名古屋経営短期大学から相互評価相手校として 

高田短期大学に要請依頼 

平成２１（2009）年 ７月～８月 相互評価打ち合わせ（連絡調整） 

平成２１（2009）年 ９月４日  相互評価協定書の締結（会場：高田短期大学） 

 

平成２２（2010）年４月～６月  報告書作成要領の打ち合わせ 

平成２２（2010）年７月上旬  名古屋経営大学から高田短期大学へ 

   平成 19 年度～平成 21 年度「自己点検・評価報告書」                        

及び「自己点検・評価添付資料」の送付 

平成２２（2010）年７月～８月末 高田短期大学 相手校訪問準備 

                                （質疑応答票・評価票の作成） 

  名古屋経営短期大学 相互評価受け入れ準備 

平成２２（2010）年９月中旬  第１回相互評価会議（訪問調査） 

（９月１４日） 高田短期大学が名古屋経営短期大学を訪問 

平成２２年（2010）９月～１２月末 質疑応答（質問・回答）整理（高田短期大学） 

 

平成２３（2011）年７月初旬  高田短期大学から名古屋経営大学 へ 

  平成 19 年度～平成 22 年度「自己点検・評価報告書」                        

及び「自己点検・評価添付資料」の送付 

平成２３（2011）年７月～８月末 名古屋経営短期大学 相手校訪問準備 

（質疑応答票・評価票の作成） 

高田短期大学 相互評価受け入れ準備 

                     

 

平成２３（2011）年９月中旬  第２回相互評価会議（訪問調査） 

（９月１４日） 名古屋経営短期大学が高田短期大学を訪問 

平成２３（2011）年９月～１２月末 質疑応答（質問・回答）整理（名古屋経営短期大学） 

 

平成２４（2012）年１月～２月  「質疑応答票」「相互評価票」の意見交換 

 

平成２４（2012）年２月～３月中旬 相互報告書作成準備及び相互報告書完成 

 

平成２４（2012）年３月末  財団法人短期大学基準協会に相互評価報告書提出 


